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( 私) の消去の 後に 4

一 性起として の 世界と人間 -

村 上 直 樹

要旨 本稿 に お け る我 々 の 目的は､ 大森荘蔵の 立 ち現 わ れ 一 元論 を補足 と再解釈を行 い つ つ オ ー

ト ポ イ エ ー シ ス 論 の 枠内 で 再構成 し､ ( 私) を立て ず に人間及び人間の 経験 を体系的に説明す る

理 論 を作り上げる こ と で あ る｡ こ の 章で は
､
大森の 言う 立 ち 現わ れ を構成素 と す る ｢性 起｣ とい

う オ
ー

トポ イ エ ー シ ス ･ シ ス テ ム を措定 し､ そ の 概要を説明す る ｡ ま た ､ 性起 に よ っ て 産出さ れ

る 知覚的立 ち現 わ れ及 び そ の 総体で あ る知覚世界の 存立 様態 と時間的様態 に つ い て も詳述す る｡

本 章の 構成 は 以下の 通り で あ る｡ 1) で は
､
オ

ー

トポ イ エ
ー

シ ス ･ シ ス テ ム と は そ も そ もど の よ

う な もの な の か を 説明す る｡ 2) で は ､ 立 ち 現わ れ を構成素 とす る オ ー ト ポ イ エ ー シ ス ･ シ ス テ

ム - 性 起を措定 し､ 共 に 性起の 構成素 で あ る知覚的立 ち現 わ れ と思 い 的立 ち現 わ れ の 関係 が ど の

よ う な もの で あ る の か ､ 性 起の 産出作動 は どの よう な も の で あ る の か ､ 性起 は ど の よ う な存在 で

あ る の か を明 ら か に す る｡ 3) で は
､
知覚世界は ｢ 存在 して い る｣ の で は な い こ とを明 らか に す

る｡ ま た ､ 知 覚世界 の 時間的様態 に つ い て も説明す る｡ 4) で は ､ 知 覚的立 ち現 わ れ が 瞬間的存

在者 で は な い こ と ､ 知覚 的立 ち現 わ れ が次 々 と生 成 して い く過程 が ベ ル ク ソ ン の 言う (持続) に

該当す る こ と､ そ して
､
知覚的立 ち現わ れ をデ リ ダの 言 う (痕跡) とみ な せ な い こ とを指摘す る｡

5) で は ､ 特殊相対性理論 で 言 う と こ ろの ｢ 時間 の 遅れ｣ と い う 現象 が ､ 我 々 の 性 起論の 枠組 み

の 中で は ど の よ う に解釈 さ れ る の か を示す ｡

4 . オ ー トポイ エ ー シ ス ･ 立ち現われ ･ 性起

1) オ ー トポイ エ ー

シ ス ･ シ ス テ ム

オ ー トポ イ エ ー

シ ス ･ シ ス テ ム の 理論を創出した の は､ 神経生理学者 マ ト ゥ ラ
ー ナ と生物学

者ヴ ァ レ ラ で ある｡ 彼 らが ､ オ
ー

ト ポイ エ ー シ ス
･

シ ス テ ム の 理論を最初に提唱したの は神経

シ ス テ ム の分野に お い て で あ っ たが ､ そ の 後､ こ の 理論は生命 シ ス テ ム
ー

般の 理論として 展開

され ､ 細胞 シ ス テ ム や免疫シ ス テ ム の 分野に も浸透した｡ そ して ､ さ ら に社会学者 ニ ク ラ ス ･

ル ー

マ ン の手 に よ っ て ､

一

般 シ ス テ ム 理論 へ と彫琢され て い っ た｡ そ の 適用範囲は広範で ､ 例

えば ､ ル
ー

マ ン が社会 シ ス テ ム論や法シ ス テ ム論の分野で ､ ブ ラ ン ケ ン ブ ル クが精神病理学で ､

そ れ ぞれオ ー トポ イ エ ー

シ ス ･ シ ス テ ム の概念に依拠し つ つ 大きな成果をあげ て きた ｡ また ､

日本 で は､ 河本英夫が､ オ
ー ト ポイ エ ー シ ス論を､ 動的平衡シ ス テ ム論 と自己組織シ ス テ ム論

に続く来る べ き第三世代の シ ス テ ム理論と して位置付け, い ま だ完成度の 低い オ ー トポ イ エ ー

シ ス論をさ ら に理論的に鍛え上げようとし て い る｡ た だ ､ 本稿 で は､ オ
ー

トポ イ エ ー シ ス 論の

学説史的展開をくわ しく ト レ ー ス して い る余裕はな い ｡ こ こ で は､ 我 々 の 議論に必要な範囲で ､

オ ー トポ イ エ ー

シ ス ･ シ ス テ ム とは どの ようなもの かを整理す る に とどめた い ｡

神経 シ ス テ ム をそ の シ ス テ ム概念の範とし て い るオ
ー ト ポイ エ ー

シ ス論 で は､ シ ス テ ム を構

造と して で はなく､ 作動とし て捉える (河本 19 92 : 1 27) ｡ オ ー トポ イ エ ー シ ス
･

シ ス テ ム は､
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そ の 構成素の 産出作動を通じて 自己形成を行う｡ オ
ー トポ イ エ ー シ ス ･ シ ス テ ム とは､ 純粋な

産出作動の ネ ッ ト ワ ー ク で あり ( M a t u r a n a & V a r el a 19 80 : 79 - 1 9 91 : 7 1) ､ 産 出され た構

成素は､ そ れ自体を産出した シ ス テ ム を再産出する ｡ つ まり､ シ ス テ ム と構成素は､ 相互 に産

出関係で循環をな し て い る ( 河本 19 95 : 16 0) ｡ シ ス テ ム と構成素は同時に 産出され ､ ど ち ら

かがより基底的と いうわ け で はない ( 村中19 96 : 35) ｡

ま た､ シ ス テ ム の 構成素は時間化され て い る｡ オ
ー トポ イ エ ー

シ ス ･ シ ス テ ム の構成素は､

生成するやただ ち に消滅す る｡ よ っ て ､ オ
ー ト ポイ エ ー

シ ス ･ シ ス テ ム は､ 自己維持の ため に

こ の 時間化され た構成素を連続的に産出しな い と い けな い (L u h m a n n 19 84 - 19 93 : 75 -7 6) ｡

す な わち､ 産出された構成素に新たな構成素が次 々 と接続して いかな ければな らな い ｡ そ して ､

そ の よ うな接続が終わる時､ シ ス テ ム は消滅す る こと に なる ｡

くり返せば ､ オ
ー

ト ポイ エ
ー

シ ス ･ シ ス テ ム で は､ 静止した関係で はなく､ 作動が問題に な

る｡ シ ス テ ム は ､ 構成素の 静態的な関係とし て規定される の で はな い ｡ そ もそ も構成素は産出

され､ 消費され ､ 消滅して しま う｡ オ
ー トポイ エ ー

シ ス 論で は､ シ ス テ ム を構成素を連続的に

産出し続ける産出プ ロ セ ス の ネ ッ ト ワ
ー ク だ と規定する の で ある｡ そ して ､ こ の ネ ッ ト ワ

ー ク

は単位体で ある ｡ つ ま り ､
そ れ は部分を持たな い ( 河本 1 99 5 : 1 81) ｡ 言 い か えると ､ 構成素

を いくら集め て も シ ス テ ム に はならな い ｡ 構成素を産出す る作動のネ ッ ト ワ
ー

ク は構成素の総

和に は還元されな い ｡ オ ー ト ポイ エ ー シ ス ･ シ ス テ ム に は､ 部分一全体関係も要素一複合関係

も存在しな い の で ある (河本 19 94 a : 13 5) ｡

オ ー トポ イ エ ー

シ ス
･

シ ス テ ム の 構成素は､ オ
ー ト ポイ エ ー シ ス の定義をみたす限り､ どの

ようなもの で もよ い ｡ 産出され る構成素に よ っ て ､ 現実化され る シ ス テ ム は様 々 で ある ( 河本

19 91 : 27 0) ｡ 例 え ば ､ 構成素として シ ナ プ ス が産出されれ ば､ こ の構成素 に よ っ て神経シ ス テ

ム が現実化され ､
タ ン パ ク質や核酸が産出されれ ば､ 有機体と い う シ ス テ ム が現実化され ､

コ

ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン が産出されれ ば､ 社会 シ ス テ ム が現実化され ､
知識 ( 科学的言明) が産出さ

れれ ば､ 科学 シ ス テ ム が現実化される こと に なる｡

な お､ オ
ー

トポ イ エ
ー

シ ス ･ シ ス テ ム は､ 構成素の 産出作動の あり方に よ っ て ､ 自己言及シ

ス テ ム と そ う で な い シ ス テ ム に 区分される｡ 自己言及シ ス テ ム とは､ 自分自身の 状態と相互作

用で きる シ ス テ ム ( M a t u r a n a & V a r el a 1 98 0 : 12 0 - 1 99 1 : 1 3 9) ､ 及 び す で に 産出された構

成素と相互作用 しなが ら産出プ ロ セ ス が進行し て新たな構成素を産出し､ す で に産出されたす

べ て の構成素が新たな構成素の産出に参加す るような シ ス テ ム で あ る (河本 19 92 : 1 2 8) ｡ ル
ー

マ ン や河本英夫に よ っ て 措定 された心 的シ ス テ ム (L u h m a n n 1 98 4
-

1 9 95 : 481 -5 20 ; 河本

19 94 b : 2 34 - 2 45) な どは
､ 典型的な自己言及シ ス テ ム で あり､ ｢ 生命 シ ス テ ム とは異なり､ 自

己言及性が基本的な機構と し て 成立 して い ると こ ろ に ､
心 的 シ ス テ ム の 特性がある｣ ( 河本

19 94 b : 23 6) と さ れ て い る｡

ま た
､
オ ー トポ イ エ ー

シ ス ･ シ ス テ ム は
､ 構成素を産出す る作動を反復す る こ と に よ っ て ､

結果的に自ら の 境界を形成 して い る ( M a t u r a n a & V a r el a 1 98 0 : 81 - 1 99 1 : 74) ｡ 作動 に 先

立 っ て
､ 境界は存在しな い ｡ オ ー ト ポイ エ ー シ ス ･ シ ス テ ム は､ 自 らと環境の境界をその 都度

確定す るよう に 作動して い る の で ある｡ そ して ､ こ こか ら､ オ
ー

ト ポイ エ
ー

シ ス ･ シ ス テ ム の

特徴の 1 つ で あ る､ ｢ 入力も出力もない｣ ( M a t u r a n a & V a r el a 1 9 80 : 81 - 1 99 1 : 7 4) と い う

事態が導出される ｡ 入力ある い は出力は､ シ ス テ ム の作動に先立 っ て 存在す る境界 ( な い しは

内部一外部の 区別) を前提と して い るわ けだが､ オ ー トポ イ エ ー シ ス ･ シ ス テ ム の場合に は こ
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の前提が成り立たな い の で ある｡

環境から の入 力が ､
オ ー

トポイ エ ー シ ス ･ シ ス テ ム の 構成素を直接産出す ると いう事態は生

起 しな い ｡ どん なオ
ー

トポ イ エ
ー

シ ス ･ シ ス テ ム も環境からそ の 構成素を調達する ことは でき

な い ｡ オ
ー トポ イ エ

ー

シ ス ･ シ ス テ ム は､
一

貫 して 自ら の作動だけ に よ っ て ､ そ の 構成素を自

己創出する｡ ｢ 要素､ す なわ ち少なくともシ ス テ ム自身に と っ て分割不可能な最終的な構成素は､

シ ス テ ム 自身に よ っ て 生産される｣ (L u h m a n n 1 990 : 3 - 1 9 96 : 1 0) の で あ る ｡ こ の 意味に お

い て
､
オ ー

トポ イ エ
ー

シ ス ･ シ ス テ ム は
､ 閉鎖系で ある ( L u h m a n n 19 90 : 1 1 5 - 1 9 96 : 96) ｡

しか し
､
だ か らと い っ て ､ そ れ は､ 環境との 関係を持たな い ｢ 永久機械｣ だ とい うわ け で は

な い ｡ オ
ー

ト ポイ エ ー シ ス ･ シ ス テ ム は
､ 産出関係に お い て は ､

一

貫 した閉鎖系をなすが ､ 作

用関係に つ い て は ､ 内部も外部もない と いう形で 開かれ て い る ( 河本 1 99 5 : 1 7 2 -1 73) ｡ シ ス

テ ム の作動 にお い て ､ 環境は内部も外部もな いと い う形で ､ 際限もなくシ ス テ ム に 浸透して い

る の で ある (河本 199 5 : 2 1 7) ｡ あ る シ ス テ ム と そ の環境と の 以上 の ような関係を､ オ
ー ト ポ

イ エ ー

シ ス論 で は ｢ カ ッ プ リ ン グ｣ と呼ん で い る ( 河本 19 9 5 : 2 48) ｡

オ ー

トポ イ エ ー シ ス ･ シ ス テ ム とその 環境 ( こ の 中に は他の オ ー トポイ エ ー シ ス
･

シ ス テ ム

も含まれる) と の 関係に つ い て さら に付言すれば, 両者の 関係は､ 物理的空間に おける関係で

はな い ｡ オ ー トポ イ エ ー

シ ス ･ シ ス テ ム は
､ 自ら産出す る構成素に よ っ て自ら の位相空間を張

り出す｡ 位相空間とは
､
｢ 産出関係に よ っ て張り出される空間｣ ( 河本 1 9 95 : 21 3) ､ あ る い は

｢ 時空 に よ っ て張り出され る空間以外の空間設定の 総称｣ ( 河本 1 99 8 : 1 0 7) で あり､ 通常 の意

味で の 空間で はな い ｡ オ
ー ト ポイ エ ー

シ ス ･ シ ス テ ム が構成素を産出す る作動を反復す る こと

に よ っ て 自ら の境界を形成す るとい う ことは､ オ ー ト ポイ エ ー

シ ス ･ シ ス テ ム が自ら の位相空

間を張り出し､ そ の結果､ 自 らの 位相空間とそ の外部 - 位相学的外部との 境界を形成す ると い

う こと である ｡ こ の境界は､ 物理的空間に おける境界で はな い ｡ オ
ー ト ポイ エ ー

シ ス ･ シ ス テ

ム は ､ 物理的空間の 中に存在するもの で はな い し､ そ の環境も通常の 意味で の外部 - 物理的空

間に おける外部に存在するもの で はな い ｡

オ ー トポ イ エ ー

シ ス論 で は､ 構成素に よ っ て 張り出される空間が想定され て い る｡ 物理的空

間の 中に構成素が産出され る の で はなく､ 構成素が産み出される動きの 側か ら空間 - 位相空間

が形成され て くる の で ある (河本 1 99 8 : 1 07 - 10 8) ｡ オ ー トポ イ エ ー

シ ス 論 で は ､ 空間概念が

変更され て い る ( 河本 1 9 95 : 1 73) ｡ オ ー ト ポイ エ ー シ ス ･ シ ス テ ム は
､ 位相空間に実現す る

位相的な単位休で あり ､
そ の 環境 - 位相学的外部との関係も､ 物理的な空間にお ける関係で は

なく
､
位相的な関係で ある ｡

2) 性起 一 立ち現われを構成素とするオ ー トポイ エ ー

シ ス ･ シ ス テ ム

我 々 は ､
以下 に お い て ､ 大森荘蔵の立 ち現われ

一

元論をオ ー トポ イ エ ー

シ ス論 の 枠内で 再構

成する｡ 立 ち現われ
一

元論をオ
ー

トポ イ エ ー シ ス論の 枠内で再構成す ると い う ことば ､ 立 ち現

われを構成素とす るオ
ー トポ イ エ ー シ ス ･ シ ス テ ムを措定す ると い う こ と で ある｡ そ して ､ 立

ち現われを構成素とするオ
ー

トポイ エ ー シ ス
･

シ ス テ ムを､ 本稿 で は ｢性起 ( し ょ うき)｣
( 1'

と

呼ぶ こ と に した い ｡

性起は､ 知覚的立 ち現われ と思い 的立 ち現われを構成素 とするオ ー ト ポイ エ ー シ ス ･ シ ス テ

ム で ある｡ 性起は ､ 知覚的立ち現われ と思い的立 ち現われを絶え間なく産出す る｡ 本稿 で は ､

まず性起に よる知覚的立 ち現われ の産出に関する理論を展開し､ 思い 的立 ち現われ の産出に つ

- 49 -



人文論叢 (三 重大学) 第2 5 号 2 0 0 8

い て は最後に論及す る｡ た だ､ 性起の 全体像を示す ため に ､ 最初 に ､ 知覚的立 ち現われ と思い

的立 ち現われ の関係に つ い て ､ 簡単 に説明して おきた い ｡

思 い 的立 ち現われは ､ 内言､ 心像､ イ メ
ー ジか らなる

(2)
｡ 思 い的立 ち現われと知覚的立ち現

われ は､ ま っ たく異なる構成素で ある｡ た だ､ 両者の違 い を認めな い論者もい る｡ 河本英夫は､

｢ 思考｣ を構成素 とす るオ
ー トポ イ エ ー

シ ス ･ シ ス テ ム
- 心的 シ ス テ ム に関す る理論を展開し

て い る｡ 河本の 言う ｢思考｣ とは､ ｢ 昨日みかけたオ
ー ト バ イ事故の 現場｣ ( 河本 1 99 5 : 2 3 1)

と い っ た ような心像と ｢木 々 の緑､ 分 かれた枝､ ネ コ の 鳴き声の ような知覚単位｣ ( 河本 1 99 8 :

1 3 9) を合わせたもの ､ す な わ ち思い 的立ち現われと知覚的立 ち現われ を合わせたもの で ある

が､ 河本は､ 両者 の違 い を認め て い な い ｡ その こ とは ､ 河本の 次の ような文からうかがう こと

が で きる ｡ ｢ 心的 シ ス テ ム は ､ 産出した構成素を再度反復的に産出す る こ とが で き る｡ 窓 の 向

こう に木 々 と電柱と屋根が見える｡ 限 を閉じ て ただち に 同じ光景を産出す る ことが で きる ｡｣

( 河本 1 99 5 : 2 3 4) こ の よ うな考え方は ､ ｢ 観念｣ に関す る ヒ ュ
- ム の 見解 に近 い もの で ある ｡

ヒ ュ
ー ム に よ れば ､ ｢ 私 が目を閉じて 私の 居間の こ とを考える とき､ 私 が形作る観念は前に 感

じ取 っ た印象を正確に再現して いる｡ どん な事がらで も､
一

方 に あ っ て他方に見い だせな い よ

うなもの はな い ｡
-

暗闇 の なか でわれわれが作る赤の 観念と陽の光の もとで 目 に入る赤の 印象

と は
､ 程度が違うだ け で ､ 本質上 の違 い はな い｣ ( H u m e 1 7 3 9

- 1 9 8 0 : 4 1 2) ｡ 河本 の理論に は､

ヒ ュ
- ム の 言う ｢私｣ は存在しな いが ､ あ る視覚風景と同

一

の 心像 (観念) が形成可能と考え

る点に お い て ､ 河本と ヒ ュ
ー ム の 論は共通する｡ しか し､ 大森荘蔵が指摘す るよう に ､ 視覚風

景と同
一

の 思 い的立 ち現われは､ 実際 に は産出されな い ｡ 大森 に よると､ 知覚的立 ち現われ と

思い的立 ち現われ は､ 異 なる立ち現われ の 様式を持 っ て い る｡ 視覚的立 ち現われを例に取 っ て

言え ば､ 例 えば､ 窓 の 向 こう に見えて い る視覚風景は無限の デ ィ テ
ー ル を持 っ て い る｡ こ れ に

対し て ､ 思 い浮か べ られた窓の向こう の 視覚風景はそ の ようなデ ィ テ
ー ル を持た な い ｡ ｢ わ れ

われ が何か の風景を記憶の 中に思い浮か べ るとき､ そ れが どんな に熟知した風景の場合で もそ

の よう に見 つ める こと の できる細部をも っ て い るだろうか ｡ 自分の 部屋の 机の 右隅の
一

点 とか ､

母親 の 顔の 唇 の端とか を記憶の 中で 見 つ める こ とが で きる だろうか ｡ で きま い ｡ ｣ ( 大森 1 99 9

a : 2 2) 我 々 は ､ 思 い的立 ち現われと して の 心像を､ 知覚的立 ち現わ れ の単な る反復とは考え

な い ｡ 両者は､ 異 なる立 ち現われ の様態を持 っ た性起の 構成素で ある｡ た だ し､ 思 い 的立ち現

わ れと して の 心像は ､ す で に産出された知覚的立 ち現われ に直接相互作用する形で 立 ち現われ

る こ とが可能で ある｡ 窓の 向 こう の風景に直接相互作用す る形で窓の 向こう の 風景の 心像が立

ち現われる の で ある｡

知覚的立ち現われ と思い的立 ち現われは､ ま っ たく異なる構成素で あ る｡ しか し､ こ こ が大

事な点で あるが ､ 両者は常に不可分で ある｡ 知覚的立 ち現われだけが産出され る こ とも､ 思 い

的立ち現われだ けが産出されることもな い ｡ 性起は､ 常 に両者を不可分な形で産出す る｡ 言 い

かえると ､ 性起は ､ 知覚的立 ち現われと思い 的立ち現われ の複合体を産出して い るの で ある｡

我 々 は ､ こ の 複合体を原一世界と呼びた い ｡ 人間に よ っ て経験され て い る の は ( こ の言 い方は

間違い で あるが､ あ え て こ こ で は こ の よう に言 っ て おく) ､ こ の原一世界で あり､ こ の 原一世

界だけ で ある ｡ そ して ､ 物理学が対象とするような､ そ れ だけ で 存在す る物理的世界とい っ た

もの は ､ こ の 原一世界をもとに仮構されたもの で ある｡ 原一世界は､ 素粒子､ 原子､ 分子､ 固

体 ､ 液体､ 気体と い っ た物理学の概念で記述で きる物理 的世界で もある｡ しか し､ それに つく

されるもの で はな い ｡ 物理学は､ 物理的世界以外は存在しな い と考え て い るが ､ 物理的世界は､
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必ず内言､ 心像､ イ メ
ー ジと ともに生起し て い る ｡ そ れ だけ で存在す る物理 的世界とい っ た も

の は
､ あくま で も仮構で あり､ 実際に は存在しな い の で ある

L

t 3'
0

以上が ､ 知覚的立 ち現われと思い 的立 ち現われ の 関係に 関する簡単な説明で ある｡ こ こ か ら

は､ 性起並び に性起の産出作動の概要を説明して いきた い ｡

性起は ､ 知覚的立ち現われと思い的立 ち現われからなる原一世界を､ 絶え間なく産出して い

る. さ らに ､ 産出され た原- 世界は次 々 と消滅して い る｡ 原一世界は ､ 生成し つ つ 消滅し て い

る｡ 消滅 し つ つ 生成して い る｡ そ し て ､ こ の くり返される生滅の プ ロ セ ス は 1 つ で は なく多層

的で ある｡ 瞬間的存在者とし て の原一世界全体が性起に よ っ て 産出され ､ それ が消滅し､ さ ら

に次 の原一世界全体が産出されると い っ た プ ロ セ ス ､ 原一世界全体 1 - 原一世界全体 2 - 原一

世界全体 3 - . ‥ 原一世界全体 n と い っ た プ ロ セ ス はな い ｡ ちな み に ､ 古東哲明は, 世界 の

生滅を説明す る に あた っ て ､ 『銀河鉄道の 夜』 の 中の 次の よ うな文章を引用 して い る ( 古東

20 0 2 : 1 2 5) ｡ ブ ル カ ニ ロ 博士 が世界の 成り立 ちの 秘密を解き明かすくだりの 文章で ある｡ ｢ み

ん な い っ し ょ に ぽか っ と光 っ て ､ し い ん となくな っ て ､ ぽ か っ と とも っ て ま たなくな っ て ､ そ

して そ の
一

つ が ぽ か っ と ともるとあらゆる広い世界がが らんと ひ らけ ､ す っ と消える と､ もう

が らん としたただもう そ れ っ きり にな っ て しまう｡ だ ん だんそれが早くな っ て ､ ま もなくす っ

かりもと の とおりに なりま した｡ ｣ 世界 の生滅の ありようを ス ロ
ー

モ
ー

シ ョ ン で見せ､ そ の 後

で もと に 戻す と い う仕立 て で ある (古東 20 0 2 : 1 2 5) ｡ しか し､ 原一世界の生滅は､ こ の よう

なもの で はな い ｡ 原一世界は ｢ みんな い っ し ょ に｣ 生成し､ 消滅する の で はな い ｡ 原一世界の

生滅は多層的で ある｡ 原一世界に は, 例えば､ 音､ 事物の 運動 ･ 変化､ 事物の 相貌 ･ 表情､ 視

覚世界の 構図､ 内言､ 心像, イ メ
ー ジ等の生滅があり､ 素粒子 レ ベ ル に 着目すれ ば物質の 生滅

がある｡ そ れ ら の生滅は ､
互 い に異なる系列をなして おり､ 重 なり合 っ て は い な い ｡ わ かりや

す い 例を挙げれ ば､ 音 の生滅と素粒子の生滅は明らか にずれ て おり､ 重 なり合 っ て は い な い ｡

性起は ､ 原一世界の多層的な生滅をもたら して い るの で ある｡

性起は知覚的立 ち現われ と思い 的立ち現われを絶え間なく産出して い る｡ も ちろん産出す る

と い っ て も､ 性起は､ こ れ らの 構成素を生み出す基体の よう なもの で はな い ｡ 性起と は､ 正確

に は､ 立 ち現われが産出され続けるプ ロ セ ス の こ とで ある｡ な お､ オ
ー トポイ エ ー

シ ス論 で は､

産出プ ロ セ ス の ネ ッ トワ
ー

ク と い う表現を使うが ､ ネ ッ ト ワ
ー ク と い う言葉は ､ そもそも共時

的な複数の単位か らなる綱と い う意味合い を持 つ の で こ こ で は使用 しな い ｡ ま た ､ オ
ー ト ポイ

エ ー

シ ス諭 で は ､ 産出された構成素は､ そ れを産出した シ ス テ ム を再産出する ､ あ る い は､ シ

ス テ ム と構成素は同時に産出され､ どちらかが より基底的という わけ で はな い と考えるが ､ こ

の こ とは
､ 我 々 の 性起論で は､ 次 の ような こ とを指して い る｡ まず ､ 性起は､ 立 ち現われが産

出され続けるプ ロ セ ス の こ と で ある｡ よ っ て 性起が作動 しなけれ ば､ 立 ち現われも生起 しな い ｡

しか し
､ 性起は､ 立 ち現わ れを産出す る基体の こ とで はなく､ あくま で も､ 立 ち現われが産出

され るプ ロ セ ス の こ と で あるから､ 立 ち現われが生起 しな ければ ､ 性起も作動 しな い ｡ 立 ち現

われが産出される以前 に ､ 性起が作動す る こ とばな い ｡ 性起とそ の 構成素は同時に産出され ､

ど ちらかが より基底的という こ とはな い の で ある｡

オ ー

ト ポイ エ ー シ ス ･ シ ス テ ム は､ 構成素の産出作動の あり方に よ っ て 自己言及 シ ス テ ム と

そ う で な い シ ス テ ム に 区分される｡ 性起は､ 自己言及 シ ス テ ム で あ る｡ 性起は､ す で に産出し

た立ち現われ と相互作用 しなが ら新たな立ち現われを産出して い る｡ ル
ー

マ ン や河本の言う心

的シ ス テ ム に お い て は､ ｢ 自己言及性が基本的な機構と して成立 し て い る｣ ( 河本 1 99 4 b : 2 3 6) 0
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性起 に お い て も同様で ある ｡ な お､ こ の性起の 自己言及的作動が ど の ような働きを持 っ て い る

の か に つ い て は
､
6 で くわ しく説明す る こ と に した い ｡

さて ､ 性起とは､ 知覚的立 ち現われと思い的立 ち現われが産出され続ける プ ロ セ ス の こ と で

あるが
､
なぜ こ れら の 構成素が産出される のか と いう問い に は答がな い ｡ 性起がなぜそ の 作動

を続ける の かと い う問い に は答えられな い ｡ た だ､ 構成素が産出されるだ けで ある ｡ 立 ち現わ

れはただ立 ち現われるだ け で ある ｡

観察者的観点か らする と､ 性起は ､ 立 ち現われが次 々 と産出されるプ ロ セ ス で ある ｡ た だ､

性起の 作動と いう生 の 只中にある人間に と っ て は ( こ の言 い方もとん で もなく間違 っ て い るが ､

こ こ で は こ の よう に言 っ て おく) ､ 立 ち現われ は産出され て い るもの と い う よりは､ 次 々 と立

ち現われ て くるもの で ある｡ そ れも後に詳述する錯視に よ っ て ､ ｢ ( 私) に よ っ て 知覚され た

もの｣ ､ ｢ ( 私) に よ っ て 考え られたもの｣ と い う様態の もと に 立ち現われ て くるもの で ある｡

( 河本英夫は ､
心的 シ ス テ ム の作動に おける同じような事態を ､ 心 的 シ ス テ ム は連続的に ｢思

考｣ を産出する とい う作動を反復し つ つ も､ 意識 の実感と して は ､
た だ対象を認識して い るだ

け で ある と表現して い る (河本 1 99 4 b : 2 4 0) ｡) 逆 に言えば､ 知覚的立 ち現われや思い 的立 ち

現われが立ち現われ続けて い ると いう事態は ､ 観察者的観点に と っ て は､ そ れ らが間断なく産

出され続け て い ると い う事態で ある｡

既述 の よう に
､
オ ー トポ イ エ ー

シ ス ･ シ ス テ ム は､ 通常 の意味で の 空間
- 物理的空間の 中に

存在して い る の で はな い ｡ オ
ー トポイ エ ー シ ス ･ シ ス テ ム は

､ 物理的空間の 中で そ の構成素を

産出して いくの で はなく､ 自ら産出する構成素に よ っ て自らの 位相空間を張り出して いく｡ オ
ー

トポ イ エ ー

シ ス ･ シ ス テ ム で ある性起も知覚的立ち現われと思い的立 ち現われを産出する こと

に よ っ て
､ 自 らの 位相空間を張り出して いく｡ 我 々 は､ こ の 位相空間を ｢性起空間｣ と呼ぶ こ

と に する ｡ 性起空間とは､ 知覚的立 ち現われ と思い 的立ち現われ に よ っ て 張り出され て い く位

相空間の こ と で ある｡ こ の位相空間は､ 通常の 意味で の 空間的広がりを持 っ た物理的空間で は

な い ｡ 性起が作動を続けると い う ことは､ 性起 に内属する視点に と っ て は , 知覚的立 ち現われ

と思い 的立 ち現われが次 々 と立ち現われ続ける とい う こ と で ある｡ そ して ､ こ の 立ち現われ ､

特に知覚的立 ち現われ は､ 物理的な空間ある い は三次元の 空間の もと に 立 ち現われる ｡ 目の 前

の 机も他人もオ フ ィ ス も物理的空間の 中に あるもの と して 立 ち現われる ｡ 注意しな ければな ら

な い の は
､
こ の 三次元の広がりを持 っ た物理的空間が性起空間で はな い とい う こ とで ある｡ 知

覚的に 立 ち現われ て い る事物は ､ 三次元の物理的空間の 中に立 ち現われ て い る｡ こ れ は確か で

ある｡ しか し､ 性起は､ こ の 物理的空間の 中に ､ 知覚的立 ち現われ と思い 的立 ち現われ を産出

して い る の で はな い の で ある ｡

次 々 と産出され る知覚的立 ち現われと思い的立ち現われ は､ 性起 の 位相空間 - 性起空間を張

り出して いく｡ 性起とは､ こ の 性起空間に 自らを実現して いく位相的な存在で あり､ 通常 の意

味で の 空間的存在で はな い ｡ た だ し､ 性起 に 内属す る視点に と っ て は､ 立 ち現われる性起の構

成素は ､ 三次元の空間の もと に立ち現われる｡ 言 い方をか える と､ 三次元の空間とそ の 中に所

属す る無数の 事象が立ち現われる の で ある｡

ま た
､ 性起 に 内属す る視点に と っ て は立 ち現われは三次元の空間の もとに 立 ち現われるわ け

で あるが
､
こ の 三次元の空間は , 物理 学や数学が想定 して い る三次元の空間とは異なる｡ 物理

学や数学が想定 して い る三次元の空間に は､ 中心がな い ｡ こ れ に 対して ､ 性起 に 内属する視点

に 立ち現われ てくる空間に は､ 必ず ( 自一身体) 一
一

般的に ｢ 私 の身体｣ と呼ばれるもの -
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と い う絶対的な中心がある｡ (( 自一身体) に関するくわ しい説明は 1 0 で 行う｡) そ して ､ ( 自一

身体) を中心 と しな い三次元の 空間とい っ た もの は
､ 実際に は存在しな い ｡ 物理学や数学が想

定 して い る中心を持たな い 三次元の空間は
､
実際 に生起して い る ( 自一身体) を中心とす る空

間から仮構された もの で ある ｡ さ らに 言えば
､ 物理 学や数学が想定して い る空間は､ そ の 中身

から独立 した入れ物の よう に 考えられ て きたが ､ ( 自一身体) を中心 とする実際の 空間は､ そ の

中身と不可分で ある｡ 入れ物として 独立 して い る空間がまずあ っ て ､ そ の 中 に事象が立 ち現わ

れ てくるの で はな い ｡ 三次元の 空間とそ の 中の事象がともに立 ち現われ てくる の で ある ｡ あ る

い は
､ 事象が立 ち現われ て くる こ

■
とが

､
三次元の 空間が立 ち現われ て くると い う ことな の で あ

る｡ な お､ 近年 で は
､ 物理学や数学に お い て も､ 空間を単なる入れ物とみ なす ことはなくな っ

て きた ｡ ｢ 単 なる ｢ 入れ物｣ と い うもの はな い こ とがは っ きりして きた｡ つ まり ､ ｢ 入れ物｣ と

｢ 中の もの｣ は ある種の 揮然
一

体とな っ て存在する｣ ( 黒川 20 0 6 : 1 1 7) と い う こ とが明らか に

な っ て きた の で ある｡

最後 に ､ 性起と性起の 位相学的外部に位置する (実在) と の 関係に つ い て 簡単にふれ て お こ

う ｡ 河本英夫に よれば
､ 紫外線､ 赤外線､ 低周波､ 高周波と い っ た も の は彼の 言う心的シ ス テ

ム の 位相学的外部に位置す る｡ 心的 シ ス テ ム は ､ 光 の
一

定波長の もの だけを色として ､ ま た
､

音波の う ち
一

定 の振動数の もの だけを音と して産出す る｡ そ し て ､ そ の ような産出作動に よ っ

て ､ 紫外線､ 赤外線､ 低周波､ 高周波と い っ たもの は心的シ ス テ ム の位相学的外部と して の 環

境に区分される の で ある (河本 199 4 b : 2 3 7- 2 3 8 ; 河本 19 9 5 : 2 3 2 - 2 3 3) ｡ しか し､ 我 々 の 枠組

み で は
､ 紫外線､ 赤外線､ 低周波､ 高周波と い っ た物理理論的存在は､ 性起 の位相学的外部に

あるわけ で はな い ｡ こ れ らは ､ 知覚的に は立 ち現われな いか もしれな い が
､
知覚世界に 内属す

るもの で ある (くわ しくは 9 を参照) ｡ 性起が産出する知覚世界は､ 掛 け値な し の実物で あり､

物理 的存在と して 扱う こ とが で きるもの で ある｡ そ して ､ 知覚的に立 ち現われな い 物理理論的

存在もその 中に 内属して い る の で ある｡ ( 物理理論的存在も含めた) 物理 的存在が性起の位相

学的外部に ある と いう こ とはな い ｡ た だ､ 我 々 も性起の 位相学的外部に位置す るもう 1 つ の 実

在の領域を設定 して い る｡ こ の実在は､ 物理的存在とはは っ きりと区別され るもの で あり､ 我 々

は
､
そ れ を ( 実在) と呼ん で い る｡ こ の ( 実在) と知覚世界との 間に は､ 入力ー出力の 関係は

存在しな い ｡ ま た ､ 物理的存在は (実在) の知覚的な顕現で もな い ｡ ( 実在) は性起の位相学

的外部に位置して い る｡ し か し､ ( 実在) と性起と の 間に は
､ 何 の 関係もない わ けで はな い ｡

( 実在) と性起はオ
ー ト ポイ エ ー シ ス 論 で言うカ ッ プリ ン グの 関係に ある｡ 性起はカ ッ プ リ ン

グして い る ( 実在) の 状態に ｢ 呼応｣ し つ つ 立 ち現われを産出して いる の で ある (詳細な議論

は1 4 で 行う) ｡

3) 知覚世界は ｢ 存在して い る｣ の ではない

我 々 は ､ 性起の 産出作動に よ っ て 知覚世界が立 ち現われ続け て い ると考え て い る｡ 例 えば､

光 に満ち子供の 歓声がこ だま して い る夏の 公園は､ 性起 の産出作動に よ っ て 立 ち現われ続け て

い ると考え て い る｡ そ して ､ こ の ような考え方は､ 常識的な考え方とはま っ たく相容れな い も

の で ある｡ 常識的に は､ 知覚世界は ｢ 存在 して い る｣ と考えられ て い る｡ 夏の 公園は次 々 と産

出され て い る の で はなく､ そ こ に ｢ 存在し て い る｣ と考え られ て い る｡ 知覚世界の存立様態に

関し て ､ 我 々 はきわ め て非常識な考え方を持 っ て い るわ け で ある｡

た だ
､ 非常識で はあるが ､ とりた て て 目新し い考え方と い うわけ で もな い ｡ 生成論的な世界
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観 は､ 西欧思想史に おける 1 つ の潮流で あるし､ ジ ョ ン
･ ケ ー ジの よ うな音楽家も世界が ｢ 存

在 して い る｣ こ とを否定 して いる ｡ ケ
ー ジ は言う｡ ｢ あ る がまま の 現実､ 世界とあなたはお っ

し ゃ っ た｡ で もそれは在る の で はなく､ 成 るん で す｡ 動 き､ 変化す る の で す｡
･ - 世 界は ､ 現実

は､ 対象物で はな い ｡ そ れ は過程なん です ｡｣ ( C a g e & C h a rl e s 1 9 7 6
- 1 9 8 2 : 6 3)

こ れ ま で 多くの 論者が ､ 知覚世界は ｢存在して い る｣ の で はなく､ 絶 えず生成して い る の だ

と主張 して きた｡ しか しなが ら､ こ れ ま で の議論で は､ なぜ ､ 知覚世界が ｢ 存在して い る｣ と

みなせな い の かが ､ は っ きりと示される ことがあまりなか っ た｡ ま た､ 我 々 も､ な ぜ ､ 知覚世

界は ｢ 存在して い る｣ とい う常識的な考え方が受け入れ られな い の かを こ こ ま で の 記述で は明

らか に して い な い ｡ そ こ で ､ 本節で は､ な ぜ､ 知覚世界は ｢存在 して い る｣ と い う考え方を受

け入れる こ とが で きな い の か を噸を追 っ て説明し て い きた い ｡ ま た ､ 性起の 産出作動に よ っ て

知覚世界が立 ち現われ続けて い る こ とをあらため て指摘す るとともに ､ 知覚世界の 時間的様態

に つ い て も説明を加えた い ｡

で は､ 本題 に 入ろう ｡ 最初 に ､ ｢ 存在し て い る｣ と い う こ とば どの よう な事態を指す の かを

確認して お こう｡
一

般 的に は ､
｢ 存在し て い る｣ と い う こ とば､ あ る事物が同

一

性を保ち つ つ

ず っ とそ こ に あり続けると い う事態で あるとみなされ て い る｡ そ して ､ ず っ と あり続ける とい

う こ とは､ 事物が時間の 内で 未来の 方向 へ 動 い て いく こ とだ と了解され て い る｡ ｢ 存在 して い

る｣ と い う こ とは
一

般的な意味に お い て は､ あ る事物が同
一

性を保ち つ つ 時間の 内で 未来の 方

向 へ 動 い て いく こ と で ある｡

さ ら に説明を つ け加えよう｡ こ の よう な理解は ､ 空間化され た時間を前提 に して い る ｡ 事物

を ｢ 時間の 内｣ に設定す ると いう ことば､ 時間を空間化して 考えると い う こ と で ある｡ そ して ､

こ の よう な時間の とらえ方は ごく
一

般的なもの で ある｡ そ の こ と に 関して ､ - イ デ ガ - は次 の

よう に言 っ て い る｡

｢ 時間 の 内に ある｣ と い う こ とは､ 自然科学的な表象様式の側か らは､ わた した ち に と っ

て ごく普通の こ と で す｡ 自然科学で は､ あ ら ゆる自然事象は､ ｢ 時間の 内 で｣ 経過す るプ ロ

セ ス とし て算出されます｡ しか し日常的な見方も､ 出来事や事物を､ ｢ 時間の 内で｣ 持続し､

｢ 時間の 内で｣ 存続し､ 過ぎ去るもの として 見出して い ます ｡
- ｢ 時間 の 内に ある こ と｣ に

つ い て の もう
一 つ の 問い は､ さ しあた っ て特別な困難を含んで い ます ｡ ｢ 内｣ とい う こ と で ､

ま る で時間が容器の ような何か､ 空間的な何か で あるか の よう に仮定され て い るから で す｡

だか ら こ そたとえば ベ ル グ ソ ン は､ わ た したちが計算に入れる時間は空間化された時間で あ

り､ こ の 時間は空間だ と言うの で す ( H ei d e g g e r 1 9 8 7
- 1 9 9 1 : 6 3

,
6 5) ｡

一

般 的 に は､ 時間は ｢空間的な何かで あるか の ように仮定され て い る｣ ｡ そ れ は間違い の な

い こ とだろう｡ た だ ､ 正確 に言えば ､ 時間は容器とい うよりはチ ュ
ー ブ の よ うなもの として 了

解され て い るよう に思われ る. 過去か ら未来に 向か っ て 無限に延びて い る時間チ ュ
ー ブが あり､

事物がそ の 中を未来の 方向に 向か っ て 動 い て い る｡ 時が流れ ると い う こ とは , 事物が こ の 時間

チ ュ ー ブ の 中を動い て いく こ と で ある ｡ 時間並び に 時の 流れ に関す る
一

般的な理解は ､ こ の よ

うなもの で ある と思われ る
( 4)

0

そ して ､ こ う した時間チ ュ
ー ブ ･ モ デ ル を前提とし て ､ ｢ 存在し て い る｣ と い う こ とば ､

あ

る事物が同
一

性を保ち つ つ 時間チ ュ
ー ブ の中を未来の 方向に 向か っ て 動 い て い る こ と で あると
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村上直樹 (礼) の 消去の 後 に 4 一性起 と して の 世界と人間-

い う理解が成立 して おり､ そ れ が広く受け入れられて い る の で ある｡

そ れ で は､ 知覚世界は ､ こ の ような意味に お い て ｢ 存在し て い る｣ と言う ことが で きる で あ

ろうか ｡ 知覚世界は ､ 同 一

性を保ち つ つ 時間チ ュ
ー ブ の 中を未来の方向に 向か っ て動 い て い る

と言う こ とが できる で あ ろうか ｡ 答 は､ 否で ある｡ こ こ で は時間チ ュ
ー ブ の よ うなもの を想定

す る こ と の是非の 判断は後回しに して ､ そもそも知覚世界が 同
一

性 を保 っ て い な い こ とを示し

た い ｡ 知覚世界が ｢ 存在して い る｣ と論定する に は､ 知覚世界が同
一

性を保 っ て い なければな

らな い ｡ 知覚世界が同
一

性を保 っ て い る こ とが､ 知覚世界が ｢存在す る｣ た め の 必須条件で あ

る｡ そ し て ､ こ の必須条件は満たされ て い な い の で ある｡

知覚世界が同
一

性を保 っ て い な い こ とを示すも っ ともわかりやす い例として 挙げられる の は､

音の 生滅で ある｡ 音 は常 に立 ち現われ て い る｡ しか し､ 同 じ音が立 ち現われ続ける ことはな い ｡

音 は聞 こ えるや い なや消滅す る｡ 立 ち現われた音は次 々 と消滅し､ そ れ とは異なる音が次 々 と

生成して くる｡ 音 は ､ 同
一

性を保 っ て い な い ｡

ま た ､ 知覚世界に お い て は､ 様 々 な運動と変化が生起して い るが､ こ の運動 と変化も同
一

性

を保 っ て い な い ｡ 立 ち現われた運動 ･ 変化は次 々 と消滅し､ そ れとは異なる運動 ･ 変化が次 々

と生成し て い る｡ 次節で 示す よう に ､ 知覚的立 ち現われ は瞬間的存在者で はな い ｡ 知覚的立 ち

現われ は､ 幅 を持 っ て い る｡ 幅を持 っ た知覚的立ち現われ は､ 動 き変化する｡ そ れ自体は動か

ず変化もしな い 瞬間的存在者として の 知覚的立 ち現われ が､ 連続的に生起する こ と に よ っ て 運

動 ･ 変化が起き て い る よう に見える の で はな い ｡ 動 き変化す る知覚的立 ち現われが ､ 次 々 と立

ち現われ て い る の で ある ｡ 見か けで はな い運動と変化そ の もの が､ 次 々 と生滅して い る の で あ

る｡ ま た ､ 事物 の立 ち現われ は､ 必 ず､ 微粒子 レ ベ ル で の 運動 ､ そ して 分子 レ ベ ル で の 運動

(熱運動 ､ 格子振動､ 分子群の 集団運動等) を伴 っ て い る｡ 微粒子 レ ベ ル ､ 分子 レ ベ ル で 運動

して い る事物が次 々 と立 ち現われ て い る の で ある｡ よ っ て ､
一

見不動 で安定して い る よう に見

え る事物の立 ち現われ に お い て も､ 運動と変化は生起 して い る
(5)

｡ 知覚的立 ち現われ の 総体で

ある知覚世界に お い て は ､ い た ると こ ろで運動 ･ 変化が生起 して い る の で あ る｡ そ して ､ それ

らは､ 生成し つ つ 消滅して い る｡ 消滅し つ つ生成し て い る｡ こ の よ うな意味にお い て も知覚世

界は同
一

性を保 っ て い な い の で ある｡

知覚的立 ち現われ は､ 動 き変化す る｡ 知覚世界の中心 に位置す る (自一身体) も同様である｡

様 々 な レ ベ ル に お い て ､ ( 自一身体) は動き変化する ｡ そ し て ､ ( 自一身体) 全体の動き ､ す

な わ ち行動は､ 知覚世界の 構図の 生滅をもたらす｡ 知覚世界は､ 常 に ( 自一身体) とそ の 周辺

を中心とし て立 ち現われ て い る｡ ( 自一身体) とそ の周辺を中心 と しな い 知覚世界はな い ｡ そ

の ような知覚世界は , 想定されたもの ､ 思い描かれたもの にす ぎな い ｡ 知覚世界に は常に 中心

が ある ｡ そ して ､ こ の 中心 が変化すれば ､ 必然的に知覚世界の構図も変化する ｡ ( 自一身体)

が ほん の少 し で も行動すれ ば､ 知覚世界の 構図は変化す る｡ ( 自一身体) が行動する とい う こ

とは､ 次 々 と新 しい知覚世界の 構図が生起して くると い う こ と で ある｡ 例えば ､ 自宅の 玄関前

を中心 とす る構図､ 横断歩道を中心 とする構図､ パ ン屋 の店先を中心 とす る構図､ 駅の プラ ッ

トホ ー ム を中心 とする構図が次 々 と生起して くると い う こ と で ある｡ そ して ､ こ う した構図の

生滅は､ 知覚世界全体の 生滅とみなす こともできる｡ パ ン屋 の店先を中心とす る知覚世界は､

駅 の プ ラ ッ ト ホ ー ム を中心 とす る知覚世界と同じもの で はな い ｡ ( 自一身体) とそ の 周辺を中

心と しな い 知覚世界､ 中心を持たな い 知覚世界とい っ たもの がまずあり､ そ の 中に人が入 っ て

きた の だ とす るならば､ 単に 人が パ ン屋の店先から駅の プラ ッ トホ
ー

ム に 移動しただけ で ､ 知
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覚世界は い ささかも変化 して い な い こ と に なる ｡ しか し､ そ の ような知覚世界はな い ｡ 知覚世

界は必ず ( 自一身体) と そ の周辺を中心 として ､ あ る い は そ れ らを 中心 とす る構図の もと に立

ち現われ る｡ そ して ､ そ の 中心が異なり､ 構図が異なると い う こ とは､ 異 なる知覚世界とい う

こ と で ある｡ ( 自一身体) が行動し､ 次 々 と新たな知覚世界の 構図が生起 して いくと い う こと

は
､
次 々 と新たな知覚世界が生起して いくと い う こ と で ある ｡ そ し て ､ ( 白一身体) は絶えず

行動し､ 次 々 と新たな知覚世界の構図が生起して い る ｡ こ の ような意味に お い て も知覚世界は

同
一

性 を保 っ て い な い ｡

な お
､
す で に述 べ たよう に ､ 知覚的立 ち現われ は (( 白一身体) も知覚世界全体も含めて)

幅を持 っ て おり､ そ れ自体が動き変化す る｡ こ の こ とをふまえ て ,
上記 の主張をより正確に言

い直す と次の よう に なる ｡ ( 自一身体) の 行動が生滅し (新たな行動をする (自一身体) が生

滅し) ､ 次 々 と知覚世界の構図の 変化が生滅して い くと い う ことば ､ 次 々 と知覚世界の変化あ

る い は推移が生滅し て い くと いう こ とで ある｡ そ し て ､ ( 自一身体) の行動は絶えず生滅 し､

次 々 と知覚世界の構図の変化が生滅して い る｡ こ の ような意味にお い て も知覚世界は同
一

性 を

保 っ て い な い ｡

さ て ､ こ こ ま で の記述に お い て ､ 刻 々 と音が生滅して い る こ と､ 刻 々 と事物の運動と変化が

生滅して い る こと､ そ して刻 々 と知覚世界の 中心 と構図の 変化が生滅して い る こ と に着目し て ､

知覚世界が 同
一

性を保 っ て い な い こ とを主張して きたが ､
こ う した主張に対 して は､ 次 の よう

な強力な反論が出され る ことが予想される ｡ ｢ 確 か に ､
知覚世界に お い て は ､

刻 々 と音並び に

事物の運動 ･ 変化が生滅し
､
さ らに知覚世界の 中心 と構図の 変化が生滅して いるかもしれな い ｡

しか し､ 知覚世界とは実質的に ビ ル ､ 樹木､ 道路､ 石､ 川､ 海､ 大地､ 空気と い っ た物理 的存

在に満ちた世界で あり､ こ う した物理的存在は間違い なく同
一

性を保 っ て い る｡ 目の前 の ノ
ー

ト パ ソ コ ン に お い て は
､ 様 々 な レ ベ ル の 運動と変化が刻 々 と生滅して い るかもしれな い が､ 物

理的存在と して は､ ノ
ー ト パ ソ コ ン はず っ と同

一

性を保 っ て い る｡ な ぜ な ら ノ
ー

ト パ ソ コ ン は､

ず っ と同じ物理的単位で構成されて い るか らだ｡ ま た ､
テ

ー ブル の 上 の桃は､ 腐りやが て干か

らび て い くかもしれ な い が､ そ れ を構成する物理的単位は消滅する こ とはなく ､ 同
一

性を保ち

続ける｡ 人間や動物の体を構成す る原子は､ 半年から 1 年 の 間 にす っ かり入れ替わ っ て しまう

が､ 体の 外部に出た原子は消滅する こ とはなく､ 同
一

性を保 ち続ける｡ こ の よ う に物理 的世界

と して の 知覚世界は適時的に 同
一

性を保ち続けて い る の で ある ｡｣

こ の よ うな反論は､ し ごく妥当な反論で ある｡ 知覚世界は確か に物理的存在からなる世界 -

物理 的世界で もあり､ それ を構成する基本的単位が同
一

性を保 っ て い る限り､ 知覚世界は同
一

性 を保 っ て い る と言う こ とが で きるか もしれな い ｡ しか し､ 実際 に は､ 物理 的世界を構成する

基本的単位は ､ 恒常的な 同
一

性 を保 っ て い るわけ で はな い ｡ 物質を構成す る窮極的な単位は素

粒子で あるが ､
2 0 世紀の 素粒子物理学は､ 実験的研究の 成果に もと づ い て ､ ｢ 素粒子は､ け し

て それま で 長い 間信じられ て い たよう に不変不滅な物質の最小構成要素で はなく､ む し ろ､ 衝

突 に より互い に 移り変り､ 生成され ､ ま た は消滅 し得る こと｣ ､ ｢ 素粒子は､ 多種多様な常に繰

返し生 じまた消えうせ る物質の 基本形態｣ で ある こ とを明らか に した ( H e i s e n b e rg 1 9 5 9
- 1 9 7 8

: 1 6 2) ｡ ｢ い ろ い ろな素粒子は互 い に作用を及ぼす ｡ ま た
一

つ の 素粒子は他の もの に転換す る｡

実際 に電子は光に よ っ て 作用を受け､ 光は電子の状態変化の 時に発生す る｡ ま た光は真空の 中

か ら正負の 電子の 対を発生させ て自分は消滅する｡ 中間子は自然に崩壊して 電子を発生する｡

こ う い う現象が たえず我 々 の まわりに 起 っ て い る ｡｣ ( 朝永 1 96 5 : 1 6 6) ミ ク ロ の物理的世界で
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は素粒子が発生と消滅をくり返して いる ｡ 無から発生したり､ 解体す ると い う よりは無くな っ

て し まうと い う こ とが起きて い る｡ ミ ク ロ の ス ケ
ー

ル で見ると物理 的世界は混沌と した激動に

満ち て い る の で ある ( G r e e n e 1 9 9 9 - 2 0 0 1 : 1 7 2 - 1 7 5) ｡ た だ し､ こ こ で の 議論に より関係があ

る の は､ 素粒子の こう した生成と消滅で はなく､ 素粒子が持続して い る状態に お ける素粒子の

生成と消滅で ある｡ で は､ 素粒子が持続して い る状態に おける生成と消滅とは どの ようなもの

だろうか ｡

現代物理 学は､ ｢ 物質 の イ メ
ー ジを全面的に変え て しま っ た｣ ｡ ｢ 原子 に よる ミク ロ の世界は

日常的な世界を縮めただ け の も の だと い う古い想定｣ を廃棄 した ( D a v i e s & G ri b bi n 1 9 9 2 -

1 9 9 3 : 1 8) ｡ 現代物理学が新た に呈示した の は､ ｢ 場 の エ ネ ル ギ
ー と い う見えな い もの が励起し

振動す ると い う あや しげな像｣ ( D a v i e s & G ri b b i n 1 9 9 2 - 1 9 9 3 : 1 8) で あ る｡ 場の 量子論に よ

れば
､ 物質 の窮極的な構成単位とされる素粒子は､ ｢ 場 の

一

定 の 波動状態｣ に他な らず ､
｢ 自己

同
一

的 ･ 独立自存的な実質的本体とし て の ア トム 的 ｢ 実体｣ で はな い｣ ( 唐松 19 8 8 : 4 5) ｡ 素

粒子は､ ｢ 場 に起る状態の 変化とし て現れる もの で ある｣ ( 朝永 196 5 : 4 8) ｡ そ して ､ 場 の量子

論が言う ｢場｣ と は､ 単な る空虚な空間で はな い ｡ ｢ 場｣ と は､
一

種 の質料的空間で ある (磨

松 19 7 5 : 2 0 6) ｡ 場 の 量子論に お い て は､ 素粒子や質量的物質は ､ こ の質料的空間たる ｢ 場｣

の 波動状態とし て ､ 重力場や電磁場とい う機能的存立態の
一

定の 状態 (関係規定) とし て措定

され て い る の で ある (虞松 1 9 7 5 : 2 0 9) ｡ ｢ 空間の なか に は い ろ い ろな場が存在して い て ､ そ の

お の お の の 場 に はそれ ぞ れ異な っ た素粒子が現れ る｡ 電磁場の 現れ として は光子が､ デ ィ ラ ッ

ク場 の現れ とし て は電子が ､ さ ら に湯川場の現れ として は中間子が現れ る｡｣ ( 朝永 1 96 5 : 4 8)

そ して ､ ｢ 場｣ の状態とし て現れる素粒子とは､ い わ ば電光板の 上 の 光点の ような もの で ある

(朝永 19 6 5 : 4 4 -4 8 ; 虞松 19 8 8 : 3 9 -4 3) ｡ 並 ん だ電光板の電球が次 々 と点滅 して いくと､ 電光

板の上 を移動 して い く光点が現れる｡ こ の光点は､
一

見 実体的な自己同
一

性を持 っ て持続的に

存在し つ つ 電光板の上 を移動して いくよう に見える (虞松 1 98 8 : 4 5) ｡ しか し､ 独立自存体と

して 移動して いく光点とい っ たもの は存在しな い ｡ ある の は､ 電光板の状態の変化だけ である｡

｢ 場｣ の状態として 現れる素粒子の 場合も同様で ある｡ ｢
"

素粒子 の運動
"

と呼ばれ て い る の は､

一 実体的運動体の移動運動なの で はなく - ｢ 場の 状態の継起的布置変化｣ に ほかならな い ｡｣

( 虞松 19 8 8 : 4 3) ｢ 場｣ の 波動状態として の素粒子､ 物質波と して の 素粒子と は､ 独 立自存的

な ア トム 的実体で はなく
､
｢ 場｣ と い う基体的存在の属性的存在と言う べ きもの で ある (虞松

19 8 8 : 4 9) ｡ ( な お ､ 物質粒子が波で もある こ とは､ 1 9 2 3 年 に ド ･ ブ ロ イ に よ っ て 初め て 指摘

され て い る｡) そ して ､
さ ら に こ れが こ こ で の も っ とも重要な点だが ､ 素粒子は生滅して い る｡

電光板の 上を移動す る光点は ､ 持続的に存在して い るよう に見えるが ､ 実際に は､ 不連続的連

続の 相で生滅 して い る｡ 素粒子も同様で ある｡ 素粒子は ｢場｣ の 波動状態で ある ｡ ｢ 波動 で あ

るか ら に は位相が
`
`

不連続的連続
"

の 相 で反復再現し続けるo ｣ ( 虞松 1 98 8 : 4 5) ｢ 場｣ の 波動

は ､ 次 々 と生成し､ 消滅 して い る ｡ す な わち､ 素粒子は､ 次 々 と生成 し､ 消滅 して い る の で あ

る｡ 次 々 と生滅し つ つ ､ 素粒子は持続して い る の で ある ｡

以上 の よう に ､ 物質 の窮極的な構成単位とされる素粒子は､ 不変不滅な存在で はな い ｡ 素粒

子は､ 衝突 に よ り互い に移り変わり ､ 生成し､ 消滅する ｡ ま た､ 持続 して い る素粒子も､ 次 々

と生成 し､ 消滅 して い る｡ 知覚世界は､ 物理 的世界として 同
一

性 を保ち続け て い る とは言えな

い だろう｡

｢ 存在し て い る｣ と い う こ とば､ あ る事物が同 一 性を保ち つ つ 時間チ ュ
ー ブ の 中を未来の 万

一 5 7 -



人文論叢 (三 重大学) 第2 5 号 2 00 8

向 に向か っ て 動 い て い る こ と で ある｡ そ して ､ 以上 に示 して きた よう に ､ 知覚世界は同
一

性を

保 っ て い るとは言えな い ｡ よ っ て ､ 知覚世界は ｢存在 して い る｣ と は言え な い ｡ 知覚世界が立

ち現われ続け て い ると い う事態は､ 同
一

性を持 っ た知覚世界が時間チ ュ
ー ブ の 中を未来の方向

に向か っ て 動 い て い ると い う事態､ す なわ ち ｢ 存在 して い る｣ と い う事態で はな い ｡

知覚世界が立 ち現われ続け て い ると いう事態は､ 刻々 と新たな知覚的立ち現われが生成 して

いる､ あ る い はもたらされ て い る､ あ る い は産み出され て い ると いう事態で ある｡ そ して ､ 刻々

と新た な知覚的立 ち現われが生成す ると いう ことは､ 刻 々 と生成した知覚的立 ち現われが消滅

して い ると い う こと で ある｡ 新 たな知覚的立 ち現われが生成す る に は､ す で に生成 した知覚的

立 ち現われが消滅しなければ ならな い ｡ 生成と消滅は表裏
一

体 で ある｡ ｢ 消滅も
一

種 の生成で

ある｣ ( H ei d e g g e r 1 9 6 1
- 1 9 7 5 : 3 9 2) ｡ 次 々 と異なる知覚的立 ち現われが立 ち現われ て いくと

いう こ とは
､
あ る知覚的立 ち現われが生成し､ た ちまち の 内 に消滅し､ つ い で消滅 した知覚的

立 ち現われ とは異なる知覚的立 ち現われが新た に 生成し､ た ち まち の 内に消滅 し､ ま た異なる

知覚的立 ち現われが生成すると い うプ ロ セ ス が継続して い く こ と で ある｡ そ して ､ 我 々 は､ こ

の よ うなプ ロ セ ス を性起と呼んで い るの で ある ｡

知覚的立ち現われが立 ち現われ続けて い る とい う事態は ､ 性起 の作動に よ っ て実現され て い

る｡ 性起 の作動に よ っ て ､ 知覚的立 ち現われが立 ち現われ続けて い る の で ある｡ そ して ､ 性起

が もたらし て い る知覚的立 ち現われは､ それ自体として は無時間的なもの で ある｡ 知覚的立 ち

現われ は生成す るや い なや消滅する｡ 1 つ 1 つ の 知覚的立 ち現われは初源で あり終葛で もある｡

知覚的立 ち現われは時間の 内にはな い ｡ す な わ ち､ 知覚世界で は時は流れな い ｡ 無時間的な知

覚的立 ち現われが ､ 次 々 と生成し､ 消滅して い る の で ある｡ ( た だ し､ 次節 で示す よう に ､ 知

覚的立 ち現われは瞬間的存在者で はな い ｡)

もちろん知覚世界の 中の 時計は確かに時を刻ん で い る ｡ 時計 の秒針は絶え間なく動き続けて

い る｡
一

般 に ､ 時計 の動きは､ 時間チ ュ
ー ブの 中 にお ける知覚世界の動きを表示するもの とし

て 受けとめられ て い る｡ 自動車の ス ピ
ー ドメ ー タ ー が 自動車の 速度を表示す るよう に ､ 時計は

時間チ ュ
ー ブ の 中で未来に 向かう知覚世界の 動きを表示す るもの と して受 けとめ られ て い る ｡

( な お ､ 特殊相対性理論で も､ 時計 ( 正確に 時を刻む理想的時計) の針 の 進行が ｢ 時間の 流れ

そ の もの を具象化したもの｣ とみなされ て い る ( 内山 1 98 8 : 1 2 3 - 1 2 4) ｡ ｢ 時間 の流れ｣ と は ､

時間チ ュ
ー ブ の 中に おける知覚世界の動き で ある｡ な ぜ な ら､ 知覚世界が時間チ ュ

ー ブの 中を

動い て いく時､ 知覚世界の側から見れば､ 時間チ ュ ー ブが流れ て いくか らで あ る｡ 現代物理学

にお い て も､ 時計は時間チ ュ ー ブ の 中に おける知覚世界の 動きを表示するもの
- 具象化するも

の とし て受 けとめられて い る の で あ る｡) しか し､ 実際 に は､ 刻 々 と異な る針の位置を持 つ 時

計が立ち現われ て い るだけ で ある｡ いくら時計の針が動い て い ようとも､ 知覚世界が時間チ ュ
ー

ブの 中を未来の方向に 向か っ て動 い て い るわ けで はな い の で ある｡ 同
一

性を持 っ た知覚世界が

時間チ ュ
ー ブ の 中を未来の方向に 向か っ て 動 い て い る の で はなく､ 先 に述 べ た性起空間の 中に

- そ れも常 に同じ性起空間の 中に 一 次 々 と異なる知覚的立ち現われが産み出され て い るの

で あ る｡

知覚世界は､ 無時間的なもの で あり､ それを中にお さめて い る時間チ ュ ー ブ と い っ たもの は

な い ｡ 時間チ ュ
ー ブ と い っ たもの はあくま で も仮構で ある｡ も し､ 知覚世界に時間が あるとし

た ら､ そ れ は､ 知覚的立 ち現われが生成した その 時と い う意味で の ｢ 今｣ だ け で あろう ｡

さ て ､ 性起 に よ っ て もたらされる
一

連 の知覚的立 ち現われ は どれも実体とし て は異なるもの

-

5 8 -



村上直樹 (礼) の 消去 の 後 に 4 一性起 と して の 世 界と 人間-

で あり､ そ れ らは実体的な 同 一

性を持 っ て い な い の で あるが ､ 意味的な同
一

性 は持 っ て い る｡

実際 に は実体と して 異な る知覚的立 ち現われが次 々 と生成して い るわけ で あるが､ そ れ ら
一

連

の シ リ ー ズ は い ず れも同じ知覚的立 ち現われ ｢ と して｣ 生成して い る｡ 今立 ち現われ て い る知

覚的立 ち現われ は､ 1 秒前 に立 ち現われた知覚的立ち現われ と同じ知覚的立 ち現われ ｢ と して｣

立 ち現われ て い る の で ある ｡ そ して ､ こ の意味的同
一

性 は性起の 自己言及的作動に由来す る｡

性起の 自己言及的作動に よ っ て ､ 意味的同
一

性を持 っ た知覚的立 ち現われが次 々 と産出され て

い る の で ある
( 6)

｡ そ して ､
こ の意味的同

一

性が実体的同
一

性 と取り違え られ ､ 実体的同
一

性を

持 っ た知覚世界が時間チ ュ
ー ブの 中で未来の方向に向か っ て 動い て い ると い う錯視､ す なわ ち

知覚世界が ｢存在し て い る｣ と い う錯視が生み出され て い る の で あ る｡ な お､ 性起 の自己言及

的作動が知覚的立 ち現われ に意味的同
一

性をもたら して い る機制､ 時間チ ュ
ー ブ ･ モ デ ル が制

作される経緯､ 上記 の よう な錯視が生み出される機制 に関し て は､ 6 で くわ しい 説明を行う こ

と に した い ｡

4) 知覚的立ち現われは瞬間的存在者でも (痕跡) でもない

我 々 は､ 2) に お い て ､ 性起と い うオ ー トポイ エ ー

シ ス ･ シ ス テ ム の概要を呈示した｡ た だ､

性起 の基本的特質の 中で (3) で 簡単 に論及したが) ま だ詳細に説明して い な い こ とがある ｡

そ れ は ､ 性起の構成素 である立ち現われが
､ 瞬間的存在者で はな い と い う こと で ある｡ そ こ で ､

本節 で は､ ま ず ､ 立 ち現わ れ - と りわけ知覚的立 ち現われ - が､ 瞬間的存在者で はな い と

いう こ とを詳述する｡ ま た ､ デリ ダ の 現前に 関す る考え に よれば､ 知覚的立 ち現われは ､ 彼の

言う (痕跡) と い う こ と に な る｡ しか し､ 知覚的立 ち現われ が (痕跡) とみなされる の は ､ あ

る前提に立 っ て の こ と で あ る｡ 本節で は､ そ の前提が認められ な い こ とを指摘 し､ 知覚的立 ち

現われが (痕跡) で な い こ とも示した い ｡

本題 に入ろう ｡ オ ー トポ イ エ ー

シ ス論 で は､ シ ス テ ム の 構成素は､ 産出されるや い なや消滅

する瞬間的存在す なわち出来事で あるとされ て い る｡ ま た ､ - イ デ ガ ー の 存在論な どに お い て

は､ 存在者 は ｢ 刻
一

刻 の剃那に 宿るもの｣ で あり､ そ の 時間的性格は ｢刻
一

刻性｣ で あるとさ

れ て い る ( 古東 2 00 2 : 1 7 3) ｡ しか し､ 性起 の構成素で ある知覚的立 ち現われ は､ 瞬間的存在

者で はな い ｡ 確か に ､ 知覚的立ち現われは､ 生成するや いなや消滅する ｡ 知覚的立 ち現われ は､

無時間的なもの で あ る｡ 知覚的立 ち現われ は､ 同
一

性を保 ち つ つ ず っ と そ こ に あり続けるもの

で はな い ｡ しか し､ そ れ は､ 瞬間的存在者､ ｢ 刻
一

刻 の 剃那に宿るもの｣ で もな い の で ある｡

以下､ 知覚的立 ち現われ をなぜ瞬間的存在者とみなす ことが で きな い の か を説明しよう ｡

知覚的立 ち現われ の 総体として の知覚世界は､ 運動と変化に満ちて い る｡ い や､ 知覚世界は､

運動と変化その もの で あ ると言 っ た方が ､ 適切かもしれ な い ｡ そ して ､ もし､ 知覚的立ち現わ

れが瞬間的存在者で ある とす るならば ､ こ の運動と変化は生起 しな い はずな の で ある｡ 知覚的

立 ち現われが瞬間的存在者で ある としよう｡ 瞬間的存在者と して の知覚的立 ち現われ に は､ 動

きも変化もない ｡ それは, 不動 で あり､ 不変 で ある｡ そ れ は ､ あ る 1 つ の位置で あり､ あ る 1

つ の状態で あ る｡ そ して ､ ベ ル ク ソ ン が指摘したよう に ､ 位置をどれだ け並 べ て も運動に はな

らな い し (B e r g s o n 1 9 3 4
- 1 9 5 2 : 3 6 - 3 7) , 状態をどれだ け並 べ て も変化に はならな い ｡ そ れ は､

｢ 数学的点を合せて
一 つ の 線を構成す る ことが できな い よう なもの で あ る｣ ( B e r g s o n 1 9 3 4

-

1 9 5 2 : 9 0) ｡ 様 々 な位置と 1 つ の運動と の間 に ある のは ､ 部分と全体の 関係で はな い ( B e r g s o n

1 9 3 4 - 1 9 5 2 : 3 9) ｡ ｢ 運動体の位置は運動の部分で はなく｣ ( B e r g s o n 1 9 3 4
- 1 9 5 2 : 3 8) ､ 状 態は

- 5 9 -
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変化 の 部分で はな い ｡ 変化は､ ｢
-

と続き に な っ た別 々 の状態が時間の 中で 云わ ば並ん で い る

もの｣ ( B e r g s o n 1 9 3 4
- 1 9 5 2 : 8 3) で は な い ｡ す べ て の 変化は､ 不可分な変化で ある ( B e r g s o n

1 9 3 4 - 1 9 5 2 : 8 3) ｡

知覚的立 ち現われ を瞬間的存在者とみなす と い う こ とば､ そ れ を 1 つ の位置､ 1 つ の 状態と

みなすと い う こ と である ｡ そ し て ､ 位置をどれだけ重ね て も運動に はならな い し､ 状態をどれ

だけ重ね て も変化に はな らな い ｡ す な わち､ 瞬間的存在者とし て の知覚的立 ち現われが どれ だ

け連続的に 産出され て も､ 運動も変化も生起しな い ｡ しか し､ 知覚的立ち現われ の連続的産出

の 総体と して の 知覚世界は､ 運動と変化に 満ち て い る｡ よ っ て ､ 知覚的立 ち現われを､ 瞬間的

存在者とみなす こ とは できな い の で ある｡

で は
､ 知覚的立 ち現わ れは､ どの ようなもの だろうか｡ 知覚的立 ち現われが瞬間的存在者で

ある とするな らば
､
それ は当然単位的な存在とい う こと に なるだ ろう ｡ しか し､ 知覚的立ち現

われ には単位がな い ｡ 知覚的立ち現われと知覚的立ち現われ の 間 に は､ 区切れがな い ｡ 錯覚 で

区切れがな い よう に見える の で はなく､ 実質的に区切れがな い ｡ さ ら に ､ 知覚的立 ち現われと

知覚的立 ち現われ は､ 相互 に浸透し合 っ て い る｡ 知覚的立ち現われ は幅を持 っ て おり
､
そ の 幅

は弾力的であ る｡ 我 々 は先 に ､ もし､ 知覚世界に時間があると した ら､ そ れ は､ 知覚的立 ち現

われが生成 した そ の 時と い う意味で の ｢ 今｣ だ け で あろうと述 べ たが ､
こ の ｢ 今｣ と は ､

｢ 厚

みが あるばかりで なく弾性的な現在｣ ( B e r g s o n 1 9 3 4
- 1 9 5 3 : 3 5) で あ る｡ ま た､ 幅を持 っ た

知覚的立 ち現われ は､ そ れ自体が動き変化する ｡ 性起は､ そ れ自体が動き変化する知覚的立ち

現われを次 々 と産出して い る の で ある｡ 言 い かえると､ 性起は､ 運動と変化を次 々 と産出して

いる の で ある｡ そ して ､ 性起の 作動に よ っ て ､ 知覚的立 ち現われが次 々 と生成して いく過程は､

ま さ に ベ ル ク ソ ン の 言う (持続 d u r i e) に 該当する｡ ( 持続) と は ､ ｢ 融合 し､ 相互 に浸透 し合

い
､ 明確な輪郭をもたず ､ 互 い に他を外在化しようとする傾向をもたず ､ 数 とは何の 類縁性も

もたな い ､
そ の ような質的諸変化の継起｣ ( B e r g s o n 1 8 8 9

- 2 0 0 2 : 1 1 9) で あ る｡ ベ ル ク ソ ン は､

｢ 実在する の は､ 出来上 っ て い る物で はなくただ出来て 行く物で あり､ 維持され る状態で はな

くただ変化す る状態で ある｣ (B e r g s o n 1 9 3 4
- 1 9 5 2 : 4 5) と考えた｡ ベ ル ク ソ ン に よれば､ ｢ 我 々

に与え られた直接の具体的実在は流転的で ある ､ 発展的で ある､ 瞬時も止む こ とがな い ､ つ ま

り生きた物で ある｣ ( 西田 1 98 0 : 1 2 7) ｡ ベ ル ク ソ ン は､ こ の流転的な実在を ｢ 持続の相の下に｣

( B e r g s o n 1 9 3 4
- 1 9 5 3 : 3 5) 把握した ｡ そ して ､ ベ ル ク ソ ン は､ ｢ 生成し､ 消滅する｣ とい っ た

表現は使用して い な い が ､ こ の 流転的な実在とは､ 実質的に は知覚的立ち現われ の 生滅の こ と

で あ る｡ ベ ル ク ソ ン が見すえ て い た の は､ 実質的に は知覚的立 ち現われが次 々 と生成して いく

過程で あり､ それ を (持続) と い う概念で把握したの で ある
` 7)

｡

さ て ､ 上述 の よう に ､ 知覚的立ち現われは瞬間的存在者で はな い わ けだが ､ さ ら に言え ば､

蹄間と いう ものが そもそも仮構で ある｡ 瞬間とは､ 空間的な時間を想定し､ それを思考の上で

分割して いく こ と に よ っ て 抽出されたもの (｢ 流れ て いく時間的な もの を空間化させるならば ､

そ れ は いくら で も分割可能｣ ( 櫓垣 20 0 5 : 5 9) で あ る) ､ あ る い は､ ｢ 運動体に よ っ て 踏破され

た空間｣ ( B e rg s o n 1 8 8 9
- 2 0 0 2 : 1 2 8) を時間とみな し､ そ れ を思考の 上 で分割して いく こ と に

よ っ て 抽出され たもの ､ あ る い は､ 変化の軌跡の線を想定 し､ そ れを時間とみなし､ そ れを思

考の 上 で分割して いく こ と に よ っ て抽出されたもの で あ る｡ こ う し て仮構され た瞬間は､ ｢ 現

象間の微視的差異を測定す ると いう要請｣ ( 中島 200 7 : 2 5 9) に 応え るもの で ある｡ しか し､

瞬間はあくま で も仮構 であ る｡ ｢ 瞬間は単なる抽象で あり精神の 眺め で ある こ とは明白で あ っ

-
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村上直樹 (礼) の 消去の 後 に 4 - 性起 と して の 世界 と人間-

て事象的な実在を持 つ わ け に は行かな い ｡ ｣ (B e r g s o n 1 9 3 4 - 1 9 5 2 : 9 0) 音楽の 聴取に関し て ､

そ の つ どの 時点で は､ 瞬間の音 しか聞こ え て い な い の に もかかわ らず ､ 直前 の青も感じられ る

し
､ 直後の音も予感として 感じられて い て ､ 実際に はまとま っ たメ ロ デ ィ

ー

を聴 い て い ると言 っ

て よ い と い う指摘がな される ことがあるが ､ 瞬間の 音しか聞こえ て い な い と い う前提は間違 っ

て い る｡ 瞬間な どと い っ たもの は存在しな いか らで ある｡ 瞬間的な音が立ち現われ ると い っ た

こ とはな い ｡

で は､ 次 に ､ 知覚的立 ち現われがデリダの 言う (痕跡) でもない こ とを示したい ｡ 最初に ､ デ

リ ダ の現前に関する考えを要約しよう｡ デリ ダが ｢現前の 形而上学｣ と呼ぶプ ラ ト ン以来の 形而

上学は､ 超越的実在と して の 事象や意味が今の 瞬間に ｢ そ れ自体として 直接的､ 即自的に ､ つ

まり無媒介的に｣ ( 足立 19 7 8 : l l) 現前す るとみなして きた｡ デ リ ダは ､ こ の ｢《純粋な現前》

という形而上学的予断｣ ( D e r rid a 1 9 6 7 a - 1 9 7 0 : 9 0 -9 1) を批判する｡ 周知の よう に
､
デリ ダは､

｢ 言語 の物質的出来事がそ こ に は実際に不在で あるよう に見える｣ ( D e r ri d a 1 9 6 7 a - 1 9 7 0 : 8 0)

内面的独語にお い て も､ す なわ ち物質的記号 (音声や文字) - 言表の ｢ 物質的側面という媒介｣

( D e r ri d a 1 9 6 7 a - 1 9 7 0 : 7 5) の 指標作用を免れた ｢自分が話す の を聞く s
'

e n t e n d r e -

p a rl e r｣ こ

と に お い て も､ ｢( 原的) な意味が純粋な形で現前する こ とは決して な い｣ ( 高橋 19 8 4 : 1 9 9) と

指摘した｡ さ ら に ､ な まの 事象そ の ものが現前する ことはな い ､ なま の事象その もの に つ い て は､

｢ い かなる知覚もわれわれ に与えられて い な い｣ (D e r rid a 1 9 6 7 a - 1 9 7 0 : 1 9 8) と主張した｡ こ こ

で の議論に関係してくるの は､ 後者の考えで ある｡

デ リ ダは言う｡ ｢ 事象そ の もの は つ ね に逸せ られ る｡｣ ( D e r ri d a 1 9 6 7 a - 1 9 7 0 : 1 9 9) そ して ､

そ れ は､ 2 つ の 意味 に お い て で ある｡ まず､ 事象そ の もの は ､ ｢ つ ね に他を指向して おり､ い

わ ば他向性と でも言う べ きもの に よ っ て 横切られ て い る｣ ( 足 立 19 7 8 : l l) と い う意味に お い

て ､ 常 に逃げ去り直接的に 与えられる こと はな い ｡ 事象そ の もの は常に他の もの へ と差し向け

られ て い る｡ 事象そ の もの は､ 他の もの へ と差し向けられ ､ そ れ と の 差異に よ っ て 規定され る

( D e r ri d a 1 9 8 4 b : 1 6 5) ｡ ｢ そ れ が ｢ 事物｣ と い う姿をと っ て 自律し て存在する の は ､ ある事物が

他の 事物 へ と回し送られ
､
そ れ と関係をも つ 場合に限られる｣ ( R ァa n 1 9 8 2 - 1 9 8 5 : 4 1) の で

あ る ｡ そ し て
､
あ る事象が姿を現わ して い る時､ ｢ われ われ は こ の もの を知覚して い る と思 っ

て い るが ､ 実際 に はわれ わ れ は こ の もの の なか に他 の もの へ の 差 し向け を知覚 して い る｣

( D e r ri d a 1 9 8 4 b : 1 6 5) の で あ る｡ 事象 そ の もの が知覚される こ とはな い ｡ ｢ 他 の もの へ と差

し向ける関係 へ の 関係 で はな い ような､ 純粋状態に おける知覚は存在しな い｣ ( D ｡ r ri d a 1 9 8 4

b : 1 6 6) の で あ る｡ ｢ 事象 そ の もの は つ ね に逸せ られ る｣ の は
､
ま ず ､ こ の よう な意味に お い

て で ある｡

ま た､ 今 の 瞬間に 事象その もの を捉え よう として も
､
そ の 剃那に お い て事象そ の もの はすで

に過去 へ 流れ て しま っ て おり､ さ らに ｢ こ の ｢ 捉え そ こ な い｣ が ど こ ま で も続い て い く｣ ( 井

筒 1 98 5 a : 1 0 3) と い う意味に お い て も､ ｢ 事象そ の もの は つ ね に逸せ られ る｣ ｡ 事象が姿を現

わ して い るよう に見え て も､ 実際に は事象その もの は過去 へ 逃げ去 っ て しま っ て い る の で ある｡

た だ し､ 逃 げ去 っ た事象は完全に 消え て なくな っ て しま うわけ で はなく､ ｢ つ ね に 新し い今 の

尻尾と して 保持され る｣ ( 小林 1 99 1 : 2 0 5) ｡ こ れ は､ ア ウ グス テ イ ヌ ス以来 ｢ 過去把持 ( ある

い は過去志向) r e t e n ti o｣ と 呼ばれ てきた現象に該当する (小林 1 99 1 : 2 0 5) ｡ 事象そ のもの は､

過去把持 に よ っ て ､ 新 し い今 に お い て 再一現前す る の で あ る｡ ｢ 過去把持的痕跡｣ ( D ｡ r ri d a

1 9 6 7 a - 1 9 7 0 : 1 5 9) に お い て ､ ｢ 一 つ の 補欠に お い て みず からを再一現前す る｣ ( D e r ri d a 1 9 6 7
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a
- 1 9 7 0 : 1 9 7) の で あ る｡ 事象そ の もの は現前しな い ｡ しか し､ そ の 再一現前と して の過去把

持的痕跡が姿を現わす の で ある｡ す べ て は､ こ の再一現前で ある｡ 事象そ の もの の ｢ 知覚 は現

実存在しな い｣ ( D e r ri d a 1 9 6 7 a - 1 9 7 0 : 9 1) ｡ ｢ す べ て は 《再一現前》 か ら 《始まる》｣ ( D e r rid a

1 9 6 7 a - 1 9 7 0 : 9 1) の で あ る｡ な お､ 事象そ の もの は絶対に現前 しな い わけ で あるから ､ こ こ

で言う事象そ の もの の再一現前とは､
一

度現前したもの が再び現前す ると い う意味で の ( す な

わち字句通りの意味で の) 再- 現前 で はな い ｡ ｢ い ま問題に な っ て い る 《再一現前》 は､ 根源

的現前 に
一

つ の 《再 - ≫ に よる変様 が あ とか ら付 け加 わ っ た も の で あ る の で は な い ｡ ｣

( D e r ri d a 1 9 6 7 a
- 1 9 7 0 : 9 1)

デ リ ダ の考え に従えば､ ｢ 在る｣ と は､ ｢ つ ね に遅れ て 在る｣ と い う こ と で ある (山形 19 8 4 :

2 2 5) ｡ 今 の 瞬間にお い て ､ 事象その もの は現前しな い ｡ 次 の今 に お い て ､ 事象その もの で はな

く ､ 補欠が､ 過去把持的痕跡が再一現前する ｡ ｢ 現前 に お い て は決 して 与えられな い も の が､

後 に な っ て ､ 過 ぎ去 っ て は じめ て与えられる｣ ( 山形 19 8 4 : 2 2 5) の で あ る ｡ ま た､ 今 に お い

て ､ 過去把持的痕跡が再一現前すると いう ことは､ 今の 中 へ 非一今が侵入 して い ると い う こ と､

｢ 現在 そ れ自体の 内に過去が侵入 して い る｣ ( 中島 20 0 7 : 2 5 8) と い う こ と で ある｡ 今 と非一今

が連続して い る と い う こと で ある ( D e r ri d a 1 9 6 7 a - 1 9 7 0 : 1 2 3) ｡ そ し て ､ こ の 連続性がな け

れば ､ 今 は湧出しな い ｡ 非- 今と の連続性､ あ る い は非一今の ｢ 迎え入れ｣ ( D e r ri d a 1 9 6 7 a
-

1 9 7 0 : 1 2 3) が 今を可能 に し て い る の で ある｡ そ の 理 由は ､ 単純 で ある｡ 今 に お い て ､ 事象そ

の もの は捉えられる ことはな い ｡ 事象そ の もの は､ 現前しな い ｡ さ ら に ､ も し､ 今 に お い て ､

過去把持的痕跡も再一現前 しな い とす ると､ 今 に お い て は､ 何も姿を現わさな い とい う こ と に

な る｡ それ で は､ 今 はな い と いう こと に な っ て しまう ｡ よ っ て ､ 非一知覚として の ､ 非一今と

し て の過去把持的痕跡が今を可能に し て い ると い う こと に なる の で あ る｡ ｢ 生 ける今は ､ 非一

知覚 と して の 過去把持 と連続した姿で しか ､ 絶対的な知覚的源泉と し て構成されえ な い ｡ ｣

( D e r ri d a 1 9 6 7 a - 1 9 7 0 : 1 2 5) 非一今は､ ｢ 顕在的に知覚され る今 に ､ 場合 に よ っ て は付け加

わる､ 随伴する､ と い っ た て い の もの で はなく､ 不可避的か つ 本質的に ､ 今 の可能性に加担 し

て い る の で ある｣ ( D e r ri d a 1 9 6 7 a - 1 9 7 0 : 1 2 1) ｡ デ リダ に よれば ､ ｢ ｢ 本当の現在｣ は点 の よ

うな極小値で あり､ そ れ に ぴ っ たり点の ような極小値と して の ｢ 本当の 過去｣ が寄り添い ､ 両

者 の ア マ ル ガ ム とし て ｢ 見か け の現在｣ が生じて い る｣ ( 中島 2 00 7 : 2 5 8) ｡ デ リ ダは､ ｢ 時間

的な現在ある い は ｢今｣ が不可分の統
一

をも つ と い う考え方｣ を斥け､ ｢ 純粋 に単
一

的 な現在

の みからなる現在はあり得ず｣ ､ ｢ 現在はそれを否定す るもの を はらむ こ と に よ っ て の み現在と

い う資格をも つ｣ と指摘した ( 富山 19 8 4 : 7 8) ｡ デ リ ダは ､
｢ 過去が浸入 して い な ければ現在

は現在で はな い ､ と い う脱構築｣ を遂行した の で ある (中島 20 0 7 : 2 5 8) 0

既述 の よう に ､ デ リダに よると､ なま の 事象そ の もの が今の瞬間に現前する こ とばな い ｡ 今

の 瞬間に事象その もの を捉えようとして も､ そ の 剃那に お い て事象そ の もの はす で に過去 へ 流

れ て しま っ て い る｡ 事象そ の もの は､ 過去把持に よ っ て ､ 次 の今 に お い て 再一現前する｡ こ こ

に遅延が ある ｡ さ ら に ､ 事象そ の もの がそれ自体として 再一現前する こ ともな い ｡ 事象そ の も

の は ､ 常 に他 の もの へ と差 し向けられ､ それ と の差異に よ っ て規定され る｡ 姿を現わ して い る

の は ､ こ の 他 の もの へ の差 し向け､ あ る い は他 の もの と の差異で ある ｡ 事象そ の もの が過去把

持的痕跡に お い て再一現前 して いく過程は､ とりもな おさず差異が生み出され て いく過程で あ

る｡ 事象そ の もの の再一現前 として姿を現わす過去把持的痕跡は差異で ある｡ 過去把持的痕跡

は ､ ｢ 差異的な痕跡｣ ( D e r ri d a 1 9 8 4 a : 1 5 6) で あ る｡ 過去把持的痕跡が あ ると い う こ とは､
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諸差異があ ると い う こ と で あり､ も ろもろ の差し向けが あると い う こと で あ る ( D e r ri d a 1 9 8 4

a : 1 5 6) . そ して ､ こ の 事象そ の もの が過去把持的痕跡に お い て 再一現前 して いく ( - 遅 れ て

姿を現わ して い く) 過程 - 差異が生み出され て い く過程を､ あ る い は そ の ような過程を発現さ

せ て い く作用を､ デ リダは ｢差延 diff i r a n c e｣ と呼ん で い る｡ 差延は､ ｢ 遅延と して の diff & e r

と差異 の積極的な働きとし て の di ff i r e r｣ ( D e r ri d a 1 9 6 7 a - 1 9 7 0 : 1 6 7) の 双方を含む過程 ､ あ

る い は作用で ある｡ 差延は ､ ｢ 差異を生む純粋な運動｣ ( D e r ri d a 1 9 6 7 b - 1 9 7 6 : 1 2 4) で あ る

と説明され る こ ともあ るが ､ こ の差異を生む運動はとりもなおさず遅らせ る運動で もある｡

｢ 区別す る こ とがそ の まま遅 らせ る こ と で あり､ ま た､ 遅 らせ る こ とがとりも直さず 区別する

こ と｣ ( 山形 19 8 4 : 2 2 5) で あ る｡ デ リ ダ の 言う差延と は､ 2 つ の diffTi r e r が 分離する以前の

diffTi r e r の 作用 で ある (D e r ri d a 1 9 6 7 a - 1 9 7 0 : 1 6 7) 0

ま た
､ 差延 に よ っ て 姿を現わす過去把持的痕跡 - 差異 とは､ ( 実体と して は事象その もの の

再一現前で あ るが) 経験的に現前 して い る存在者の こ と で あ る｡ よ っ て ､ 差延を ､ ｢ 現前的一

存在者の現前化を可能な らしめると ころ の もの｣ ( D e r ri d a 1 9 7 2 a - 1 9 8 4 : 7 1) ､ あ る い は､ 現

前す るもの の世界に 向け て進行中で あると ころ の動き (小林 19 8 7 : 1 1 9) と み なす こともでき

る｡ 現前は､ 差延 の効果で あ る ( R ァa n 1 9 8 2 - 1 9 8 5 : 2 8) ｡ そ し て ､ 現前す る存在者をもた らす

差延は､ 決 して 自 らを現前化させ な い ( D e r ri d a 1 9 7 2 a - 1 9 8 4 : 7 1) ｡ 差延 は､ 自 ら構成す る

現前に よ っ て 消去される (R y a n 1 9 8 2
- 1 9 8 5 : 2 8) ｡ あ る い は覆 い 隠され る｡ そ して ､ ｢ こ う し

た差延の 消去こ そが ｢存在｣ と い う外見を産出して い る｣ ( 若森 19 8 6 : 8 5) ｡ 差延の 作用が覆

い隠される こ と に よ っ て ､ そ れ にもたらされた過去把持的痕跡 - 差異は､ 存在者の 外見を得る

の で ある｡

デ リ ダの 現前に 関す る考え に よると､ ｢ ｢ 現前｣ は ｢ 現前｣ で な い｣ ( 井筒 1 98 5 b : 1 3 9) ｡ す

な わ ち､ 現前とみなされ て い るもの は､ 純粋な現前 一 今の瞬間に お ける事象その もの の 直接

的で 無媒介な現前 - で はな い ｡ 純粋な現前は不可能で あ る｡ ｢ い か な るもの も現前す る と い

う ことばな い ｡｣ ( 井筒 19 8 5 b : 1 3 9) で は､ 現前とみなされ て い るもの は何だ ろうか ｡ そ れ は､

過去把持的痕跡 - 差異 の 現われ ､ 差延の 効果として の現前 ､ 無限な差延と して の現前 (D e r ri d

a 1 9 6 7 a = 1 9 7 0 : 1 9 2) で あ る｡ デ リダは､ 現前とみなされ て い るものが ､ 純粋な現前で はなく､

差延と して の現前で ある こ とを示した の で ある｡

デ リ ダは､ 差延とし て の 現前を (痕跡 tr a c e) と呼ん で い る｡ ( 痕跡) と は差延の 作用で あ る

( D e r ri d a 1 9 6 7 b - 1 9 7 6 : 1 2 5) ｡ ま た ､ ( 痕跡) と は, ｢ 自己 とは他で あるよう なもの ども へ の

差し向け の ､ あ ら ゆ る ｢経験｣ の こ と｣ で あ る ( D e r ri d a 1 9 8 4 b : 1 6 5) ｡ デ リ ダは､ 過去把持

的痕跡に 限らず ､ 他の もの へ の差 し向け､ す なわ ち差異も､ そ して ､ 差延と して の現前も (痩

跡) と呼ん で い る｡ た だ し､ 過去把持的痕跡とは差異で あり､ 差延とし て の現前に お い て 姿を

現わす の は､ 過去把持的痕跡 - 差異 で あるか ら､ そ れ ぞれ に異な る 3 つ の もの をい っ し ょ くた

に ( 痕跡) と呼ん で い るわけ で はな い ｡ デ リ ダは､ 経験的な現前､ 経験的に現前 して い るす べ

て の 存在者を ( 痕跡) と呼ん で い る の で ある ｡ 姿を現わす す ペ て の もの は (痕跡) で あ る

( D e r ri d a 1 9 8 4 b : 1 6 6) ｡ 目の 前 の木 々 も建物も他人もす べ て ( 痕跡) で あ る｡ ま た ､ ( 痕跡)

は､ ｢ そ れ が通常の 意味で の エ クリチ ュ
ー

ル と有 して い る関係の ゆえ に｣ ､ 原- エ ク リチ ュ ー ル

( ア ル シ ･ エ ク リ チ ュ ー

ル) とも呼ばれ て い る ( 篠原 1 98 4 : 2 4 1) 0 ( 痕跡) - 原- エ ク リチ ュ ー

ル は､ ｢ 音声言語 と狭義の エ ク リチ ュ
ー

ル が そ こ から分化して くると こ ろ の もの｣ で あ る ( 篠

原 19 8 4 : 2 4 1) ｡ そ し て ､ さ ら に ､ デ リ ダ は､ 様 々 な ( 痕跡) の 総体､ 様 々 な ( 痕跡) の織物
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を､ テ ク ス トと呼ん で い る ( D e r ri d a 1 9 8 4 a : 1 4 5 , 1 5 6) ｡ ( 痕跡) の織物とは､ い わ ば世界で

ある ( R y a n 1 9 8 2 - 1 9 8 5 : 4 1) ｡ よ っ て ､ 世界は テク ス トで ある｡ ( 痕跡) とい う原- エ ク リチ ュ
ー

ル で 書か れた テ ク ス ト で ある｡ そ し て ､ こ の テ ク ス トの 外 に は何もな い ｡ ｢ テ ク ス ト外なる も

の は存在 しな い ｡ ｣ ( D e r ri d a 1 9 6 7 b - 1 9 7 7 : 3 6) す べ て は ( 痕跡) ､ す べ て ほ テ ク ス トだ か ら

で ある ( D e r ri d a 1 9 8 4 a : 1 4 5) o

さ て ､ 以上 に要約したデリダ の現前に関する考え に従えば､ 知覚的立 ち現われ は (痕跡) で

あり
､
知覚世界はテク ス トで あると いう こと に なる｡ し か し､ そ の ような見方は正 しくな い ｡

デ リ ダは ､ 姿を現わす す べ て の もの を ( 痕跡) と みな した ｡ しか し ､ 姿 を現わす もの は (痩

跡) で はな い ｡ 姿 を現わす も の を (痕跡) とみなすデリダ の 議論は ､
あ る前提に もと づ い て い

る｡ そ の前提とは､ 事象 そ の もの と知覚主体とし て の意識がそれぞれ独立 して あると い う こ と､

そ して
､
意識が瞬間､ 瞬間に事象その もの を知覚しようとするが失敗す ると い う こ と で ある｡

デ リ ダが
､ 事象と意識がそ れ ぞれ独立 して ある と考え て い た こ とは､ ｢ 意識 に 現われ るす べ て

の も の｣ ､ ｢ 意識 に と っ て 存在するす べ て の も の｣ ( D e r ri d a 1 9 7 2 b - 1 9 8 1 : 4 5 ) と い っ た 言 い

方を して い る こ とからも確認される ( こ こ で 言われ て い る ｢ す べ て の もの｣ と は事象そ の もの

の こ と で はな い が) ｡ デ リ ダも結局は､ 客体と して の 事象が あり､ 主体と して の 意識が あると

い う図式か ら脱け出る こ とばなか っ たの で ある ｡ ま た ､
デ リ ダは

､ 瞬間と い うもの を想定し ､

瞬間､ 瞬間 に意識が事象を知覚しよう とするが ､ 知覚しそ こねる と考え て い たc , な ぜ なら､ 事

象とは独立 に存在す る意識が事象に関わ ろう とする際に は ､
どん な に短 い に せよ時間がかか っ

て しまうか ら で ある｡ あ る も の がそれ とは別個の あるもの に関わ る に は どう して も時間が必要

で ある｡ そ の瞬間､ 瞬間に意識が事象を知覚する ことは で きな い ｡ 意識が事象に到達する時に

は ､ す で に事象は過去に流れ て しま っ て い る｡ そ して ､
こ の ｢ 捉え そ こな い｣ は無限に く■り返

される｡ デ リ ダは､ そ う考えた の で ある｡ こ の ような前提に立 つ と､ 事象 そ の もの は決して 姿

を現わさな い と い う こ と に なる｡ しか し､ 実際 には ､ 姿を現わす もの がある｡ 知覚的な現前が

ある｡ 事象 そ の もの で はあり得な い知覚的な現前がある ｡ で は､ それ は､ 何 だ ろうか｡ 今の 瞬

間が持 っ て い るそ の前 の今と い う尻尾 - ( 痕跡) ､ とい う の がデ リダ の答 で ある ｡

デ リ ダは
､
上記 の ような前提に立 っ て ､ 知覚的に現前す るもの を (痕跡) とみな した ｡ しか

し
､
こ の 前提は ､ 間違 っ て い る｡ 1 で 示した よう に ､ 知覚主体と して の 意識と い っ たもの は存

在しな い し､ 本節 で指摘 したよう に ､ 瞬間などと い っ た もの も存在しな い ｡ 意識が瞬間､ 瞬間

に事象そ の もの を知覚しようとするが失敗す ると いう描像は虚構で ある｡ 知覚的に立 ち現われ

て い るもの は､ 事象そ の もの で はな い から (痕跡) で あ ると い う議論は正 しくな い ｡ 知覚的立

ち現われ は､ 意識 に知覚される ことなく, それ自体がそ の ま ま立 ち現われる ｡ 知覚的立 ち現わ

れが差異に満ち て い る こ とば確か で ある｡ しか し､ 知覚的立 ち現われが ､ 事象その もの の 再一

現前 として 姿を現わす過去把持的痕跡で あると いう こ とばな い ｡ 差延なる過程は実際に は生起

して い な い ｡ 知覚的立 ち現われは (痕跡) で はな い し､ 知覚世界はデリ ダの 言う意味で の テ ク

ス トで はな い ｡

5) ｢ 時間 の遅れ｣ の解釈

3) ､ 4) に お い て ､ 我 々 は ､ 知覚世界の 時間的様態に 関す る我 々 の 見解を呈示したが ､
こ こ

で補足として ､
ア イ ン シ ュ タ イ ン の特殊相対性理論で言うと ころ の ｢ 時間の 遅れ｣ と い う現象

が
､ 本稿の 性起論の枠組みの 中で は どの よう に解釈され る の かを示 して おきた い ｡ 最初 に特殊
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相対性理論で言うと こ ろの ｢
】
時間の 遅れ｣ と は どの よう な現象で ある の かを確認 して お こう｡

相対性理論の第 1 論文とな っ た ｢ 動 い て い る物体の 電気力学｣ (19 0 5 年) に お い て ､ ア イ ン シ ュ

タ イ ン が特殊相対性理 論の 出発点とした の は､ い わ ゆる光速度不変の原理 - ｢ ひ と つ の静止

系を基準に と っ た場合､ い か なる光線も ､ そ れ が静止して い る物体､ あ る い は運動 して い る物

体の い ずれ から放射され たか に は関係なく
､ 常 に

一

定の 速さ c をも っ て 伝播する｣ ( Ei n s t e i n

1 9 0 5 - 1 9 8 8 : 2 0 - 2 1) - で あ る｡ 光速度不変の原理 から出発 した アイ ン シ ュ タ イ ン は､ こ の 論

文の 中で ､ ま ず光速度不変の 原理の 論理 的帰結として
､ 同時刻と いう概念に ､ 絶対的な意味を

与える こ とば できな い と指摘す る ( Ei n st ei n 1 9 0 5 - 1 9 8 8 : 2 4) ｡ 光速度が不変で あるならば､ 2

つ の 出来事が ある 1 つ の座標系で は同時に起こ っ て も､ 他の 座標系で は同時に起 こらな い の で

ある｡ こ の ｢ 同時刻の相対性｣ ､ ｢ 同時性の破れ｣ を説明する にあた っ て こ れ ま でくり返し持ち

出され て きた例を､ こ こ で も挙げよう｡ 等速直線運動をして い る部屋ある い は列車の ち ょ う ど

中央から光を発し､ そ の光が前壁と後壁に到達する出来事を内と外で 観測 したとす る｡ こ の 時､

内の観測者は､ 中央か ら発せ られた光が
､ 前壁と後壁に同時に到達する の を観測す る｡ しか し､

外の観測者は ､ 光かまず後壁に到達し
､
つ い で 前壁に到達する の を観測す る｡ つ まり､ 内の 観

測者に と っ て は同時的出来事で あるものが ､ 外の 観測者に と っ て は そう で はな い の で ある (例

えば ､ E i n s t ei n & I n f el d 1 9 3 8 - 1 9 4 0 : 3 7 - 3 9) ｡ ｢ あ る座標系から見たとき ､
二 つ の 事件が同時

刻で あると して も
､
こ の 座標系に対して 動い て い る他の座標系か ら見れば , そ れ ら の事件を互

い に 同時刻に起きたもの と見なす わけ に はい かな い｣ ( Ei n s t e i n 1 9 0 5 - 1 9 8 8 : 2 4) の で あ る ｡

さ て ､ 問題は こ こ か ら で ある｡ ｢ 互 い に他 に 対して
一

様 な並進運動をして い る､ 任意 の 二 つ

の座標系の うち で , い ず れ を基準に と っ て ､ 物理 系の状態の変化に 関する法則を書き表わそ う

とも､ そ こ に導かれ る法則は ､ 座標系の 選び方に無関係で ある｡ ｣ ( E i n st ei n 1 9 0 5 - 1 9 8 8 : 2 0)

す なわ ち
､
あ ら ゆる物理法則は互 い に相対的に

一

様 に動 い て い るす べ て の 座標系に おい て 同
一

で な けれ ばならな い ( 以下 に 述 べ る ロ
ー

レ ン ツ変換に 対す る物理法則の 不変性の 要求 ( 大森

19 9 9 b : 3 1 4) ｡ ア イ ン シ ュ タ イ ン は､ ｢ 相対性原理｣ ( Ei n st e i n 1 9 0 5 - 1 9 8 8 : 2 0) と呼ぶ) ｡ よ っ

て ､ 内 で の 観測と外で の 観測とで は上記の よう に相貌が異なる に して も
､ 中央か ら発した光が

前後壁に到達 した事件は
一

個同
一

の 事件で あり､ こ の事件は互 い に等速直線運動を して い る 2

つ の 座標系の どちら に即し て もそ の形は相等的で なければならな い ｡ す な わち
､
2 つ の 座標系

に即した観測的定式が相貌的に は異なると して も､
一

定 の仕方で ｢ 変換｣ して みれば ､ 両定式

は同
一

事態 の双 貌的描写 とい う こと に ならなければならな い ( 鷹松 19 8 6 : 4 0) ｡ 2 つ の 座標系

に 即した観測的定式は同
一

事態の双貌的描写で あり､
一

方か ら他方 へ 一 定 の ｢ 変換｣ の 公式に

よ っ て ｢ 変換｣ さ れ なければならな い ｡ そ し て ､ ア イ ン シ ュ タイ ン は
､
そ の よ うな ｢ 変換｣ の

公式を数理的に導出した の で ある ( Ei n s t e i n 1 9 0 5 - 1 9 8 8 : 2 4 - 3 3) ｡ こ の 公式 に より表される座

標の変更は､ ポ ア ン カ レ に よ っ て ロ
ー

レ ン ツ変換と命名され ､ こ の公式は ロ
ー

レ ン ツ変換式と

呼ばれ て い る｡ ロ
ー

レ ン ツ変換式は､ 異 なる座標系の空間 ･ 時間 の 間に成り立 つ 関係を関数的

に定式化 したもの で あり､ あ る座標系の時空点の 座標をい か に別 の座標系の座標に 移す の かを

示す公式 ､
あ る座標系か ら別の 座標系に乗りか える時､ 1 つ の 出来事の 場所と発生時刻を示す

四次元座標が どの よう に置きかえられ るの かを示す公式で ある ｡ そ し て ､ こ の ロ
ー

レ ン ツ変換

式に よると､ 静止 した観測者か ら見ると
､
運動系に ある時計は遅れ る こ と に なる｡ くわ しく言

う と､ ｢ 静止系の 時間の 1 秒 ごと に
､
走 っ て い る時計は (1 一 … )

2

) 秒ず つ 遅れる こと に

なる｣ ( Ei n s t e i n 1 9 0 5 - 1 9 8 8 : 3 5) ｡ ま た､ 走 っ て い る時計が ｢光 の速さ で 動くこ と に なると､
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時計が ｢ 正確｣ で ありさえすれば､ 全く止ま っ て しまう｣ ( Ei n st ei n & I n f el d 1 9 3 8
- 1 9 4 0 : 5 4) 0

こ れ が ､ 特殊相対性理論で言うと こ ろの ｢ 時間の 遅れ｣ で ある ｡

特殊相対性理論の ロ
-

レ ン ツ変換式は､ そ れま で の 時空の 常識をく つ がえすも の で ある｡ 特

殊相対性理論に お い て は､ 座標系に よ っ て 出来事の 時間空間的描写が変わる ( そ の変わり方を

示す の が ロ
ー

レ ン ツ変換式で ある) ｡ 座標系の 変更に対応して ､ 時間も変更を余儀なくされ て

しまう｡ 座標系の運動状態とは関係なく宇宙全体に お い て
一 定不変の速さ で流れる絶対時間と

い っ たもの の存在は､ 特殊相対性理論に よ っ て 否定された ｡ 特殊相対性理論は ､ 時間と空間は

切り離された絶対的なもの で はなく､ 実 は絡み合 っ た相対的な もの で ある こ とを示した の で あ

る
( 8'

｡ 1 9 0 7
- 8 年 に 特殊相対性理論を四次元時空 にお ける擬 ユ

ー ク リ ッ ド幾何学構造と して 再

解釈 した ミ ン コ フ ス キ ー は次 の よう に言う｡ ｢ 今後､ 単独 の空間､ 単独 の 時間と い うもの は幻

とな っ て 消え去る運命に あり､ 両者 の ある種の結合だけが独立 の実在とし て残る で あ ろう ｡｣

( p o w e r s 1 9 8 2 - 1 9 9 0 : 1 4 6) そ して ､ ｢ 両者の ある種の結合｣ として ミ ン コ フ ス キ
ー が 呈示した

のが ､ 四次元時空連続体
-

ミ ン コ フ ス キ ー 空間 で ある ｡

ミ ン コ フ ス キ ー は ､ 時間座標をあたかも第四の 空間座標で あるか の よう に考え (時間も空間

の三次元と対等な権利を持 つ と考え) ､ 縦､ 横､ 高 さ の 三次元に時間に 光の 速さをかけたもの

( c t) を第四次元と して 加え て 四次元時空連続体を設定 した ｡ ミ ン コ フ ス キ ー は､ ロ ー レ ン ツ

変換 を､ こ の 四次元時空連続体に お ける
一 種 の 幾何学的回転 とし て 捉え た の で あ る (勝守

19 8 6 : 2 0 5) ｡ こ の 四次元時空連続体は､ 見 えな い抽象的な世界で あるが ､ 物体は､ 素粒子は､

こ の 四次元時空連続体の 中を動き回 っ て い るとみなされる ( そ の運動の 軌跡は ､ ｢ 世界線｣ と

呼ばれる) ｡ と こ ろ で ､ ア イ ン シ ュ タ イ ン は､ ミ ン コ フ ス キ
ー

の 理論を最初から受 け入れたわ

け で はな い ｡ 相対性理論を展開して いく初期の段階に お い て ､ ア イ ン シ ュ タイ ン に は､ 空間と

時間との 形式的等価性 へ の 自覚的な着眼はなか っ た ( 勝守 19 8 6 : 1 9 8) ｡ しか し､ 相対性理論

の
一

般化 の途上に お い て ､
ア イ ン シ ュ タ イ ン は､ ミ ン コ フ ス キ

ー

の 四次元時空表現を系統的に

採用す るよう に な っ て いく (勝守 19 8 6 : 2 0 6 - 2 0 7) ｡ ま た ､ ミ ン コ フ ス キ
ー

空間は､ 他 の 物理

学者の 間で も広く受け入れ られる よう に な っ て い っ た｡ そ して ､ こ こ で問題に し て い る ｢ 時間

の遅れ｣ と い う現象は､ ミ ン コ フ ス キ
ー 空間を想定すると､ 次 の よう に説明される こ と になる｡

こ こ で は､ ブ ラ イ ア ン ･ グ リ ー

ン の 明解な説明を引用 した い ｡

物体は､ ミ ン コ フ ス キ
ー 空間の 中を動き回 っ て い るわけ で あるが ､ そ の速さは常に

一

定 で あ

る｡ ｢ ア イ ン シ ュ タ イ ン は こ う述 べ た ｡ 宇宙 の あらゆる物体は､ つ ね に時空の なかを
一 定の 速

さ 一 光の 速さ - で進ん で い る｡｣ (G r e e n e 1 9 9 9 - 2 0 0 1 : 8 0) ( た だ し､ 光 の速さは時代に よ っ

て ( ほ ぼ 同じに保たれ て い る平均値の
一

定 の 上下 の範囲内で) 変化して い る可能性があると い

う指摘が シ ェ ル ド レ イク に よ っ て な されて は い るが｡ ) 物体が 日常的な意味で の 空間の 中を光

の速さ で進む こと はな い ｡ しか し､ 物体は､ ミ ン コ フ ス キ ー 空間の 中を常に光の速さ で進ん で

い る の で ある｡ つ まり､ 物体が ､ 空間の 3 つ の次元と時間の次元で動く速さを合わせたもの は ､

常 に光 の速さ に等し い の で ある ( G r e e n e 1 9 9 9
- 2 0 0 1 : 8 0) ｡ 言 い か え ると､ ミ ン コ フ ス キ

ー 空

間 に おける物体の 速さ - 光 の速さ は､ 空間の次元と時間の次元の 間で分配されて い る の で ある

( G r e e n e 1 9 9 9 - 2 0 0 1 : 8 0) 0 ｢ ア イ ン シ ュ タイ ン は､ こ の考え
- 運動が異な る次元に分配され

ると い う考え - が特殊相対性理論す べ て の根底に あ る こ とを見い だ した｡ ｣ ( G r e e n e 1 9 9 9 -

2 0 0 1 : 7 9) そ して ､ 物体の 速さが
一

定で あり､ そ れが空間の次元と時間の次元に 分配されると

い う ことば､ 物体が空間の 中を進む と時間に沿 っ た動きの
一

部が空間の 中で の 動き に 振り向け
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村上直樹 (臥) の 消去の 後 に 4 一性起 と して の 世界と 人間-

られ ると い う こと で ある ｡ 空間の 中を進む物体は､ 静止して い る物体より時間に沿 っ て ゆ っ く

り進む ｡ つ まり､ 物体が空間の 中を動けば ､ そ の物体の 時計が時を刻むの が遅くなる の だ ｡

｢ 物体が私たち に た い し て動くとき に時間の進み方が遅くなる の は ､ 時間に 沿 っ た運動の
一

部

が空間の なか で の運動 に振り向けられるか ら｣ ( G r e e n e 1 9 9 9 - 2 0 0 1 : 8 1) で あ る｡ ミ ン コ フ ス

キ ー

空間を想定す ると､ ｢ 時間の遅れ｣ と い う現象は こ の よう に説明される こ と になる ｡

以上 で ､ 特殊相対性理論が言うと ころ の ｢ 時間 の遅れ｣ と い う現象が どの ようなもの で ある

の かを確認した｡ で は､ こ の ｢ 時間の遅れ｣ と い う現象は ､ 実際 に生起し て い る の だろうか｡

日常生活に お い て 経験される ことはな い が､ ｢ 時間の遅れ｣ は実際に生起して いる とい う の が ､

現代 の 物理学者た ち の答 で ある ｡ ｢ 時間の 遅れ｣ の 生起は､ こ れ ま で次 の ような実験と観測に

よ っ て 確認され て きた ｡ ま ず実験で あるが､ 1 9 7 1 年､ - - フ ェ ル と キ ー

テ ィ ン グ は､ セ シ ウ

ム ビ ー ム 原子時計を ジ ェ ッ ト機 に乗せ て 4 0 時間飛ば し､ それ と同じもう 1 つ の 原子時計を飛

行場に置い たまま に した｡ そ の結果､ ジ ェ ッ ト機 に乗せ られた時計が ､ 飛行場に置かれ た時計

より遅くなる こ とを確認した｡ ま た､ そ の遅れ の数値は特殊相対性理論が予測した通りで あ っ

た｡ ｢ 時間の 遅れ｣ の 生起 は､ ミ ュ
ー オ ン の 観測によ っ て も確認 され て い る｡ 宇宙線粒子の 1

つ で あ るミ ュ ー オ ン は､ き わめ て不安定で形成され てか ら 100 万分 の 2 秒 で崩壊す る｡ 特殊相

対性理論が言う ｢時間の遅れ｣ が生起しな い とするな らば ､ ミ ュ
ー オ ン の 最大走行距離は 6 60

メ
ー ト ル の はず で ある ｡ しか し､ ミ ュ

ー オ ン の運動に よ っ て ｢ 時間の 遅れ｣ が生起し､ ミ ュ
ー

オ ンの 寿命が延びるな らば､ そ の走行距離は6 60 メ ー トル より長くな るはず で ある｡ そ して ､

実際 に大気中の ミ ュ
ー オ ン の走行距離は 66 0 メ ー トル よりはるか に長 い ｡ 高度約 1 5 - 2 0 キ ロ

メ
ー ト ル で形成される ミ ュ

ー オ ン が地上 で観測されて い る｡ 特殊相対性理論の 正 しさ は､ こ の

こ とに よ っ て も実証された の で ある｡

そ れ で は ､ 本題 に入ろう｡ 特殊相対性理論に よれば ､ 観測者に対 して ある
一

様な速度で 運動

する系は時間が遅れ る｡ そ して ､
そ う した ｢時間の遅れ｣ が実際に生起する こ とは､ 実験と観

測に よ っ て 確認され たとみなされ て い る｡ しか し､ 本当 に時間が遅れ る の だ ろうか ｡ 上記の 実

験を例に考え て み よう ｡ 時計が遅れる ことは珍し い こ と で はな い ｡ 機械的な不具合や電池の 消

耗とい っ た 理由 に より､ 時計は遅れる ことが ある｡ た だ ､ 時計が遅れ て も通常は ､ 時間が遅れ

たとはみなされな い ｡ 時計 の遅れは時計の遅れ である｡ しか し, 上記 の ジ ェ ッ ト機 に 乗せ られ

た時計が遅れた こ とは ､ 時間が遅れ た こ と で ある とみなされ て い る｡ な ぜ だろうか｡ そ れ は ､

そ の 遅れが ､ 機械的な不具合とい っ た通常の 理由に よるもの とは考え られな い から で ある｡ 通

常の 理由に よる遅れ と考え られ な い場合は､ 時間の遅れが理由であ ると考える しかな い から で

ある｡ な ぜ なら､ 知覚世界は､ 時間チ ュ ー ブの 中を未来の方向に 向か っ て動 い て おり､ 知覚世

界の 中の 時計の 動きは ( そ して ､ 知覚世界の あ らゆる過程は) ､ そ の 動きと連動して い ると考

えられ て い るか ら で ある (連動して い る とみなす根拠はな い の だが ､ 無意識に連動して い ると

考え られ て い る) ｡ 時間チ ュ ー ブの 中の知覚世界の動きが遅くなれば ､ す なわ ち時間が遅くな

れば､ それ に連動し て い る知覚世界の 時計の動きも遅くなる｡ よ っ て ､ ジ ェ ッ ト機 に乗せ られ

た時計が通常の 理由もなく遅れたと い う ことば､ 時間が遅れ たと い う こ と で ある｡ こ の よ う に

考えられて い る の で ある｡

し か し､ 我 々 の枠組みか ら こ の ジ ェ ッ ト機 に 乗せ られた時計の 遅れ を考え ると ､ そ れ は､

｢ 時間の 遅れ｣ に よるもの で はな い ｡ 我 々 の 枠組みか らす ると ､
そもそ も時間が遅れる と い う

こ とはな い ｡ 我 々 の 枠組みは､ 知覚世界が時間チ ュ ー ブの 中を動くとい う図式を否定して い る
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か ら だ ｡ で は ､
ジ ェ ッ ト機 に乗せられた時計の遅れは どの ような現象なの だ ろうか｡ 時計 の遅

れはあくま で も時計の 遅れ で ある｡ た だ し､ そ の遅れは､ 通常 の 理由で は説明で きな い ｡ なぜ

時計は遅れた の だ ろうか｡

ジ ェ ッ ト機の 中と飛行場に それ ぞれ機械的な不具合が生 じ得な い時計を置き､ ジ ェ ッ ト機を

4 0 時間飛ば した後に 2 つ の 時計を見比 べ る と､ ジ ェ ッ ト機 の 中の 時計は飛行場に 置い た時計

より遅れた ｡ こ れ は ､
1 つ の 知覚世界の 中に おける出来事で あ る｡ 観測者の (自一身体) を中

心 に立 ち現われ て い る知覚世界の 中における出来事で ある｡ そ して ､ こ こ で問題に して い るジ ェ ッ

ト機 に乗せ られ た時計の遅れは ､
こ の知覚世界を産出して い る性起の作動の特性を原因と して

い る と我 々 は考える｡ 特殊相対性理論は､ 静止した観測者 に対して ある
一

様 な速度で運動する

系は (1 秒 ごとに ､
1 一 … 秒ず つ) 時間が遅れると指摘した ｡ 我 々 は､ こ の 指摘を､ 我 々

の 性起論の 枠組みの 中で ､ 次 の よう に パ ラ フ レ
ー ズす る こ とが で きると考え て い る ｡ 性起は ､

静止した観測者に対し て ある
一

様な速度で運動する事物を産出す る際､ そ の事物に お けるあ ら

ゆ る過程が (1 秒 ごと に ､ 1 - J T-7 読ヂ秒ず つ) 遅れるような仕方で産出する ｡ そ して ､ 性起

の 産出作動の こ の ような特性 によ っ て ､ ジ ェ ッ ト機 に乗せ られ た時計は遅れた の で ある㌧つ

静止した観測者に対 して あ る
一

様 な速度で運動する系は時間が遅れると い う こ とは､ 我 々 の

性起論の 枠組みからすると ､ 性起は､ 静止した観測者に対し て ある
一

様な速度で運動す る事物

を産出す る際､ そ の事物に お けるあらゆる過程が遅れる よう な仕方で 産出す ると いう こ と で あ

る｡ ま た､ ｢ 時間の 遅れ｣ の 実例とされ て き たジ ェ ッ ト機 に 乗せ られた時計の遅れや ミ ュ
ー

オ

ンの 寿命の 伸長は､ 実際 に は ｢時間の遅れ｣ と い う現象で はな い ｡ そ れ らは､ あくま で も時計

の 針の 運動の遅れ で あり､ ミ ュ
ー オ ン の 自然崩壊過程の 遅れ で ある ｡ そ して ､ それ らは､ 上記

の ような性起の産出作動の 特性に よ っ て も たらされたもの で ある｡

な お､ 上述 の よう に ､
ミ ン コ フ ス キ ー

空間を想定する と､ ｢ 時間の遅れ｣ と い う現象は非常

にわか りやすく説明する こ とが できる｡ しか し､ 事物が時間の次元に沿 っ て も進むと い っ た考

え は､ 我 々 の性起論と はま っ たく相容れな い ｡ 我 々 は､ 事物が ミ ン コ フ ス キ
ー 空間の 中を動き

回 っ て い ると い う措像を受け入れる ことが できな い ｡ ま た､ 現代の す べ て の物理学者が､ こ う

した描像を受け入れて い るわけ で もな い ｡ 例 えば ､ 中込照明は ､ ｢ 四次元の 絶対時空を実在と

す るような考え方は捨て る べ きで ある｣ ( 中込 1 99 8 : 3 9) と 主張し て い る ｡ 中込 に よると､ ミ

ン コ フ ス キ ー 空間は､ ｢ ロ
ー

レ ン ツ変換群の単なる表現空間に す ぎな い｣ ( 中込 19 9 8 : 1 1 5) ｡

さ ら に言えば､ 発達途上 の 前期量子論から現代の量子力学 へ の 展開を可能に した物質波仮説を

19 2 3 年 に 呈示 した ド ･ ブ ロ イ も､ 相対性理論の 信奉者で はあ っ た が ､
ミ ン コ フ ス キ ー 空間が

｢物理的実在をも つ とは認めず｣ ､ それ を ｢ た ん に便利な数学的虚構としかみな して い なか っ た｣

( L o c h a k 1 9 9 2 - 1 9 9 5 : 1 4) ｡

[ 註]

( 1) ｢性 起｣ と い う言葉 は ､ 元来､ 華厳哲学の 用語 で あ り ､ ま た ､ - イ デ ガ
-

の 言 う E r eig n i s の 訳語 と し

て使 わ れ て き た 言葉 で あ る ｡ 我 々 が ､ 立 ち 現わ れ を構成素 と す る オ ー トポ イ エ ー シ ス ･ シ ス テ ム の 呼

び 名 と し て ｢ 性起｣ と い う 言葉 を使用 す る の は ､ そ れ が ､ - イ デ ガ ー の 言 う性起 - E r eig ni s に ほ ぼ 相

当す る もの だ か らで あ る o な お ､ 我 々 の 言 う 性起 と華厳哲学並 び に - イ デ ガ - の 性起 と の 異同 に 関 し

て は､ 5 で 詳述す る｡
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(2) な お ､ 思 い 的立 ち 現わ れ は､
一

般に 心 的過程 と呼ば れ るもの に含 ま れ るが ､ 次章 以降の 議論 で 示 す

よ う に ､ 心 的過程 と呼ば れ る もの の 中に は 思 い 的立 ち現 わ れ で は なく､ 知覚的立 ち 現わ れ に該当す る

もの も含ま れ る｡ よ っ て ､ ｢ 思 い 的立 ち 現わ れ｣ と い う 言葉 は､ ｢ 心 的過程｣ と い う 言葉の 言 い か え で

は な い ｡

(3) た だ ､ 一 般 的に は ､ 原一世界 をも と に 仮構 さ れ た､ そ れ だ け で 存在す る物理 的世界 と い っ た も の が ､

原初 的な世界で あ る と錯認 され て しま っ て い る ｡ ラ ッ セ ル は言 う｡ ｢ もう 一

つ の 世界 は直接与 え られ て

い て
､
物理 学の 世界 は そ れ か ら推論 さ れ る の で あ る が､ 私た ち に と っ て ､ い ま で は 物理学の 世界 の ほ

う か よ りな じみ ぶ か い 世 界 で あ っ て ､ む し ろ純粋感覚 の 世界の ほう が､ 発見が む ず か しい 見な れ な い

世 界に な っ て し ま っ た｡｣ ( R u ss e ll 19 1 4 - 1 9 8 0 : 1 7 9 - 18 0) ラ ッ セ ル の 言う ｢純粋感覚 の 世界｣ は ､ 我 々

の 言 う 原一世界 と は重 な らな い ｡ た だ ､ ラ ッ セ ル が 指摘 して い る よ う な転倒 は､ 原一世界 と物理学 の

世界の 間で も起 こ っ て い る ｡ 原一世界 は直接与え ら れ て い る に もか か わ らず ､ 発見 さ れ る こ と は ほ と

ん ど な い
｡

(4) 池 田清彦 は､ ｢ 多く の 人 々 は ､ 自分 と独立 で あ る ば か り で は なく､ 運動 の 存在 と さえ も独立 に ､ 時 間

が こ の 世 界の あ ら ゆ る場所 に ､ 均
一

､

一

様 ､ 不可逆 に 流れ て い る と信 じて い る ら し い｣ と 書い て い る

(池 田 1 9 9 3 : 12 7) ｡ しか し ､ 世界 の あ ら ゆ る場所 に流れ て い る時間 と い っ た もの の 存在 は､
一

般 に は信

じ ら れ て い な い だ ろう ｡ ｢ 時が 流れ る｣ と い う 言語表現 は あ る が ､ こ れ は ､ ｢ 流れ る 時｣ と い う もの の

存在を前提 に し た 表現 で は な い ｡ 時間チ ュ ー ブ の 中を事物 が動 い て い く事態 を表すもの と して ､ ｢ 時 が

流 れ る｣ とい う 表現 が使 わ れ て い る の で あ る ｡ 列車 が 田 園風景の 中を疾走 して い る時､ 列車の 座席 か

ら 見る と ､ 田 園風景 が流 れ て い く｡ 同様 に ､ 事物 が 時間チ ュ ー ブ の 中を動 い て い く時､ 事物の 側か ら

見る と ､ 時間 チ ュ ー ブ が 流れ て い く｡ よ っ て ､ 時 間チ ュ ー ブの 中 を事物 が動 い て い く事態を表すも の

と し て ､ ｢ 時が 流 れ る｣ とい う 表現 が使 わ れ て い る の で あ る｡ ｢ 時間が 流 れ て い くの か ､ そ れ とも､ 事

物 の 方 が 時間の 中を流 れ て い くの か ｡ こ の よ う な問 い が興味深い もの か どう か 私 に は分 か らな い ｡ ど

ち ら の 答え を選ん で も大差 な い よ う に感 じ られ るか ら だ｣ ( 山内 1 9 9 3 : 2 2 4) と あ る 哲学者は言う ｡ ど

ち ら の 答も間違 っ て い る とい う 点 で は 同じ で あ る｡ し か し､ 両者 は､ 時間に 関す る異 な る素朴理論 で

あ る
｡
そ して

､

一

般的 に 共有 され て い るの は､ 後者で あ る｡

(5) こ う し た考 え は､ プ ラ ト ン とア リ ス トテ レ ス に よ っ て ､ ヘ ラ ク レ イ トス の 考え とさ れ た もの - ｢ 存

在す る もの の う ち あ る もの は 運動 して い る が ､ あ る もの は運動 して い な い と い う の で なく､ す べ て の

もの が 常 に 運動 して い る の で あ っ て ､ わ れ わ れ の 感覚が そ れ に気 づ か な い で い る の だ｣ ( ア リ ス トテ レ

ス 『自然学』 第 8 巻第3 章) - と同 じで あ る｡ た だ し､ カ ー ク に よ れ ば
､
ヘ ラク レ イ ト ス は

､ 岩や 山

や机 が結局は変化す る と考 え そ の 変化 を強調 した が ､ 現 存す る 彼の テ ク ス ト に は上 記 の よ う な 考え は

見 あた らな い ( K i rk , R a v e n & S c h o fi el d 19 8 3 - 2 0 0 6 : 2 5 6 - 2 5 8) ｡

(6) 贋松渉が 次 の 文章 で ふ れ て い る事 態は ､ 我 々 が こ こ で 指摘 し た事態 と重 な っ て い る ｡ ｢ わ れ わ れ は

｢ 剃那滅｣ 的 な不連続的連続観を執 っ て ､ 個体的持続体 を
一

切認 め な い 見地を採る こ とも原理 上 は可能

で あ る｡ が ､ そ の 場 合に も､ 或 る種 の 個体的対象が自 己同 一 的持続体 の 相 で 覚知 さ れ る と い う 現相的

事実 は揺が な い ｡ ｣ (贋松 1 9 8 2 : 4 7 7) た だ し ､ 我 々 は ､ 実体 と して は 異な る知覚的立 ち現わ れ の シ リ ー

ズが 意 味的同 -
J

性を 持 つ もの と して ｢ 覚知 さ れ る｣ と は 考え な い ｡ 実体 と して は異 な る知覚的立 ち現

われ の シ リ
ー ズそ れ 自体が 意味的同 一 性を 持 つ もの と して 立 ち現わ れ るの で あ る

｡

(7) な お ､ ベ ル ク ソ ン の 解 説書の 中に､ ( 持続) は ､ ｢ 意識 の 流れ｣ ､ ｢ 心 的な生｣ ､ あ る い は ｢ 内面生 活｣

の 本質 で あ る と い っ た記述 が 見 られ る こ と が あ る
｡
もし ､ ( 持続) と い う 概念が こ れ ら の もの に しか

関 わ ら な い の で あ れ ば､ ベ ル ク ソ ンが 知覚的立 ち現 わ れ の 生 滅を ( 持続) と い う 概念 で 把握 した と い

う 見方 は間違 い で あ る｡ しか し
､
ベ ル ク ソ ン は

､
｢ す べ て の 事物 を持続 の 相の 下に 見る よう な 習慣を附

け ま し ょ う｣ ( B e rg s o n 1 93 4 - 1 9 53 : 3 5) と主 張 し て い る ｡ ( 持続) は ､ ｢ 内面 的持続 d u re e i n t e r n e ｣

( B e rg s o n 1 9 3 4 - 1 9 5 5 : 3 6) に限 られ る もの で は な い o
ベ ル ク ソ ン に よ る と､ ｢ わ れ わ れ だ けが 持続す る

の で は な い｣ ､ ｢ 外的諸事物 もわ れ わ れ と同様 に 持続 して い る｣ ( B e rg s o n 1 8 8 9 - 2 0 0 2 : 1 2 2) の で あ る｡

ベ ル ク ソ ン が 知覚的立 ち現 わ れ の 生 滅 を (持 続) と い う 概念 で 把握 し た と い う 見方 は見当違 い で は な

い
｡
ち なみ に ､ トロ テ ィ ニ ョ ン は ､ ベ ル ク ソ ン の 言う ( 持続) は ､ ｢ 自我 に お け る 体験｣ ､ ｢ 生 き生 き と
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した 運動の 実際の 経験｣ ､ ｢ 物質 と生命 との 絶対的な統 一

と して 把握 され た ､ 全宇宙 の 絶対的本質｣ の 3

つ に区分 され る と指摘 して い る ( T r o tig n o n 1 9 6 8 - 1 9 9 4 : 4 0 6) ｡

( 8) た だ し､ 特殊相対性理論 が示 し た の は､ 時間関係が空間座標系 に依存す る と い う こ と だ け で あ り､

空間 の 方 は 時間 と は別 に考 え る こ とが で き る とい う こ と を前提 に して い る か ら
､ 時間 と空間は互い に

独立 で あ る と い う 旧 来 の 常識 を特殊相対性理論 がく つ が え した とい う 現代 の 常識 は半ば誤 っ て い る と

大森荘蔵は指摘 して い る (大森 1 9 9 9 c : 1 67 , 1 9 1) 0
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河本英夫 1 9 9 4 a ｢ オ ー

トポ イ エ
ー

シ ス ･ シ ス テ ム｣ 『岩 波講座現代思想 12 生命 と シ ス テ ム の 思想』 岩

波書店

河本英夫 1 9 9 4 b ｢ 精神 の オ ー

トポ イ エ
ー

シ ス｣ 『i m a g o』 2 月 臨時増刊号 : 2 3 4 - 2 4 5

河本英夫 1 9 9 5 『オ ー

トポ イ エ
ー

シ ス』 青土 社

河本英夫 1 9 9 8 ｢ 精 神の オ
ー

ト ポ イ エ
ー

シ ス｣ 河本英夫 ･ L
.
チ オ ン ピ ･ 花村誠

一
･ w

.
ブ ラ ン ケ ン ブ ル ク

『複雑系 の 科学 と現代思想 精神医学』青土社

K i rk
,
G ･ S ･

,
R a v e n

, J ･ E . & S c h o fi el d , M ･ 1 9 8 3 T h e 伽 ∫o c r a Ei c Ph il o s op h e r s , 2 n d e d = C a m b rid g e U n i v e r sit y

P r e s s . - 2 0 0 6 内山勝利 ･ 木 原志乃 ･ 国方 栄 二 ･ 三 浦要 ･ 丸橋 裕訳 『ソ ク ラ テ ス 以前 の 哲学者 た ち

(第 二 版)』 京都大学学術出版会

小林敏明 1 9 8 7 『( こ と な り) の 現 象学』 弘文堂

小林敏明 1 9 9 1 『精神病理 か らみ る 現代思想』 講談社

古東哲明 2 0 0 2 『 - イ デ ガ ー - 存在神秘 の 哲学』 講談社

黒川信垂 2 0 0 6 ｢ ゼ ー

タ か ら見 た 空間｣ 『現代思想』 7 月号 : 1 1 6 - 12 1

L o c h a k
,
G ･ 1 9 9 2 L o u is d e B r o glie , Fl a m m a ri o n .

- 19 95 宇 田川博訳 『ル イ ･

ド ･ ブ ロ イ』 国文社

L u h m a n n
,
N ･ 19 8 4 S o zi a le Fty ste m e , S u h r k a m p .

- 1 9 9 3 佐藤勉監訳 『社会 シ ス テ ム 理 論 (上)』 恒星 社厚生

閣 - 1 9 9 5 佐藤勉監訳 『社会 シ ス テ ム 理 論 (下)』 恒星社厚生閣

L u h m a n n
,
N ･ 1 9 9 0 E ss a) s o n S elf R ef e r e n c e , C ol u m bi a U n i v e r sit y P r e s s . - 1 9 9 6 土方 透 ･ 大 津書信訳 『自己

言及性 に つ い て』 国文社

M a t u r a n a
,
H ･ & V a r el a

,
F ･ 1 9 8 0 A ul oP oi esis a n d C og n itio n , D . R eid e l . - 1 9 9 1 河本英夫訳 『オ ー

ト ポ イ エ
ー

シ ス』 国文社

村中知子 1 9 9 6 『ル ー

マ ン 理 論 の 可能性』 恒星社厚生閣

中込照明 1 9 9 8 『唯心 論物理学 の 誕生』 海鴨社

中島義道 2 0 07 ｢ 観念的生活 第十回 想起モ デ ル｣ 『文学界』 4 月号 : 2 5 4 -2 6 1

西 田幾多郎 1 98 0 ｢ ベ ル グ ソ ン の 哲学的方法論｣ 『思索 と体験』 岩波書店

大森荘蔵 19 9 9 a ｢ 記 憶 に つ い て｣ 『大森荘蔵著作集 第五巻 流 れ とよ どみ』 岩波書店

大森荘蔵 19 9 9 b ｢ 時空 と事物｣ 『大森荘蔵著作集 第五巻 流れ と よ ど み』 岩波書店

大森荘蔵 19 9 9 c ｢ 空 間の 時間性｣ 『大森荘蔵著作集 第六巻 新視覚新論』 岩波書店

P o w e r s
, J ･ 1 9 8 2 P h il o sqpkiy a n d N e w P kiy Sic s , M e t h u e n .

- 1 9 9 0 佐野 正 博 ･ 渡辺弘訳 『思想 と して の 物理 学』

青土杜

R u s s ell
,
B ･ 1 9 1 4 O u r K n o w le dg e of th e E x te r n al W To rld a s a Field jTo r S cie n llji c M eth o d in P h il os op kiy , O p e n C o u rt .

- 1 9 8 0 石本新訳 ｢ 外部世界は い か に して知 られ う る か｣ 『世界 の 名著 7 0 ラ ッ セ ル ウ ィ ト ゲ ン シ ュ

タ イ ン ホ ワ イ ト ヘ ッ ド』 中央公論社

R y a n , M ･ 1 9 8 2 M a 77 m
'

s T n a n d 上おc o n str z L Clio n
,
T h e J o h n s H o p ki n s U n i v e r sit y P r e s s .

- 1 9 8 5 今村仁司 ･ 港道 隆 ･

中村 秀
一

訳 『デ リ ダ と マ ル ク ス』 勤草書房

篠原資明 1 9 8 4 ｢ 解体か ら の 戯 れ - リ オ タ
ー

ル と芸術｣ 『理想』 8 月号 : 2 3 6 - 2 4 9

- 7 1 -



人文論叢 ( 三 重大学) 第2 5 号 2 0 0 8

高橋哲哉 1 9 8 4 ｢ エ ク リ チ ュ ー ル と反復｣ 『理 想』 1 1 月号 : 1 9 0 -2 12

富山太佳夫 1 9 8 4 ｢ デ ィ コ ン ス ト ラク シ ョ ン現 象｣ 『思想』 4 月号 : 7 5- 9 3

朝永振 一 郎 1 9 6 5 『
_
量子力学的世界像』 弘文堂

T r o t l g n O n , P ･ 1 9 6 8
日

L a d u r e e c o m m e h o ri z o n o n t ol o g l q u e d e la v i e
"

,
L
'

ide e d e vi e ch e z B e rg s o n , P U F ･
= = 1 9 9 4

檎垣 立哉訳 ｢ ベ ル ク ソ ン に お ける生 の 観念｣ 『現代思想』 9 月臨時増刊 : 4 0 4 - 4 19

内Ll帽巨雄 1 9 8 8 ｢ B . 解説｣ ア イ ン シ ュ タ イ ン 『相対性理論』 岩波書店

若森栄樹 1 9 8 6 ｢ 好運｣ 『ユ リイ カ』 2 月号 : 7 8- 9 2

山形頼洋 1 9 8 4 ｢ デ ィ フ ェ ラ ン ス もしく は死 体なき殺人 - フ ッ サ
ー ル の た め に｣ 『理想』 8 月 号 : 2 2 4 -2 3 5

山内志朗 1 9 9 3 ｢ 流れ な い 時間 一 時間と様相 に つ い て｣ 『現代思想』 3 月号 : 2 2 4- 2 3 7

- 7 2 -


